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L万分の占地質図E 中頓別(旭川一第 21 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師 小山内 一回
同 一 谷勝利

i司 石山 昭 一

同 松下勝秀

はしがき

中頓別凶幅およびi説明書は，昭和 34 年から同 36 年まで，延約 350 F1にわたって行なっ

た野外調査の結果を，整理しとりまとめたものである。

調査に際しては，凶l幅のおもに東部および西部に発達する新第三紀層分布地域を，行~!J

の協力のもとに三谷が分担し，そのほかの臼望紀層および先内幸紀層の分布地域を，松下

の協力で小山内が担当したの先臼望紀層分布地域の調査にあたっては，北海道大学助手中

村耕二氏の，また西部新第三紀層の調査に際しては，北海道大学助教援魚佳悟氏， I司藤江

力の ilt]氏および地下資源調査所技師長谷川潔氏の調査援助をたまわったのさらに野外調査

資料のとりまとめにあたって，岩石の顕微鏡鑑定は長行川潔氏にお願いした。

報告にはし、るに先だち，野外調査の援助および、岩石の顕微鏡鑑定の労をとられた，魚住

悟・藤江力・中村耕二・長谷川潔の各位に深謝する。また，現地でいろいろな便宜を計ってい

ただいた，中頓別町・歌登町役場および中頓別営林署のかたがたに厚くお礼中し上げる。

I 交通および位置

中頓別図幅の占める地域は，北緯 44050'~45 000'，東経 142 コ 15'~142°30' の範囲である。

図幅地域は，行政上宗谷支庁の管轄に属し，西部の大半は中頓別町・東部は歌登町およ

び枝幸町・北端の一部は浜頓別町にふくめられるの

図幅の西部を流れる頓別川にそって，国鉄天北線が通じ，上頓別・中頓別の両駅が，図

幅の範囲内にある。図幅外の小頓5j1jから歌登町市街までは軽便軌道の便があるの国道は，

天北線ぞいに通じているほか，小頓別から枝幸までの道路が軽便軌道と平行して通じ，歌
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登市街を通過しており，小頓号IJ ・枝幸聞にパス連絡の便がある。これらのほかに，兵安川

にそってトラック道路が，ガロー附近まであり，それから上流になお新道を開さくし，歌

登まで連絡する計画があるのまた兵安部落からモベーベチャン) II を遡行し，神崎部落をへ

て上頓別Lこいたる道路，パンケナイ川林道，平太郎沢林道などは，いずれも車馬の通行が

可能である。しかし，中央部の山岳地帯には，砂金採取当時につけられた古い歩道が，切

れ切れにあるていどで，交通の便は，あまり良好とはし、えない。

形地

団|隔地域の地形は，おおよそ四つの地形区に，区分することができる。すなわち，

(1) 図幅の中央地域を占める山岳地帯

(2) 西部および東南部に発達する丘陵性山地帯

(3) 河川の沿岸に発達する段丘地形

(4) 沖積地

の四つである。

(1) は，標高 600m 台の比較的平坦な陵線が連り，その上に円頂丘状に 700~800 m の山

i峰が突 III して，起伏にとんだ山岳地形をつくっている。また河川の切りこみがし、ちじるし

く，起伏量が大きいのこの地形区は，地質的には，おもに日高県層群で構成され，いろい

ろな岩層と復雑な構造線が発達しているのこのような地質構成は，地形と密接な関係をし

めし，この地形区の構成に重要な役割を演じている。たとえば，

1 この地形区の範開は，図|恒の it:]央部で北側にひろがる V字形をとっているが，これ

は，あきらかに日高出層群の分布範囲と一致する。

2 (2)の地形区との四担IJの境界は，南北方向でまったく直線的である。これは，両地域

で起伏量がし、ちじるしくことなり， (1)の地域の山麓斜両も急傾斜になるためであるのしか

し，このような(1)地形区と (2)地形区の地形的な相達は，構成岩層の硬軟にもとづくこともあ

るが，ほとんど直線的であることから，あとからのべる南北性の地質構造線が反映してい

ることがあきらかであるつ

3 この地形区の西側を流れて頓号Ij川に注ぐ，それぞれの河川(兵安J1 1 ・ーノ川・問ノ

川・ーノ川・平賀内川など)は， 2 にのべた南北住地質構造線の東側で，南側に凸のU字

形響曲j走路が発達しているハとくに，南の兵安川でいちじるしく，北部になるほど不明瞭

となっているのこのような笥:曲部は，地質的には一種の大きな破砕帯であり，北側で幅が

減少している。また，南北住乃走向をもった地層が発達しているためで，地質構成と，ま
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ったく一致した地形構成となっている。

し(2)は， (1)をのぞいた大半の地域で，標高がほぼ 200m 以下の平坦面を形成しているの
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かし， (1)ほどではないが，波状起伏が免達

している。この平坦面には，堆積物はみら

れない。また，天北地域全般にひろがる地

形面の一部であるのおもに白星系，新第三

系で構成され， (1)ほど明瞭な地質の反映は

みられない。しかし，火山岩の露出する地

域では，突出した山峰が形成されているの

ことに，西部では，この丘陵性地形を基盤

ヒン1< ;〆リ マヴ京シリ

として，敏官矢II岳および松音知岳の火III地

形がみられる。図幅内の松音知岳は，原i肯

500m 台の比較523m が最高峰であって，

的広い平坦な山頂部が発達している。火口

などの明瞭な火山地形は残されていない

が，いちおう，コニーデ状の形をしている。

このような形態と，地質関係からみて，

の火山は，第三紀末から第四紀初頭に形成

されたものと考えられるの

(3)は，頓別川・幌労!j ill ・兵安川およびパ

ンケナイ川などの流域で，おもに白望系や

新第三系を基盤として発達している。もっ

とも標式的な中頓別市街北東地域では，高

低 2 段の平坦な段丘地形面が識別されるの

第 1 の面は 40~100 m，第 2 は 20~30 m

の標高をそれぞれしめしているのまた，現

河川|からの比高は，それぞれ， 20~50m ，

10~15 m となっている。低{立の両ほど干

坦で傾斜も少なく，破壊されていないのま

た，分布もそれぞれの河川の上流地域まで

追跡されるのしかし，高位面は，破壊され
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ていることが多く，分布の追跡は困難である。すなわち高位の両は，中頓別市街の北東地

域で識別されるが，兵安}II・頓別川の t流地域や，幌別川・パンケナイ川などでは不明瞭

である。

比較的段丘の発達が，良好な地域について，面を追跡してみると，それぞれの河川の上

流域ほど，分布標高が高くなっている。

このような段丘地形両は，あきらかに堆積物で構成されている。

(4)は，河川の流域に発達する，氾市原沖積地で，現河川で運搬された堆積物で構成され

ている。

III 地質

III.l 地質の概要

中頓別凶幅地域の地質構成は，模式柱状図にしめしたとおりであるの

この地域の構成岩層は， (1) 中央部の山岳地帯に発達する基盤岩層， (2) おもに西部地域に

発達する上部白望紀層， (3) これらを基盤として東部や西部に分布する新第三紀層および火

山岩煩， (4) 第四紀の堆積物の四つに大別することができる c

基盤岩層は，構成岩層の岩質や層相および産出化石から日高栄層群にふくめられるもの

である。層相の特徴によって，ベーチャン層群とウソタン層群に大別され，おのおのは，

さらに細分することができる。これらの地層群は，かつては古生層に対比されたこともあ

るが，産出化石からみると，日高累層群上部相の空会日層群に相当するものである。

日高果層群の分布地域では，もともとは複雑な摺曲の反複があったらしい。現在みられ

る構造は，いくつかの衝上性断層でできた，衝上片の寄せあつめで，摺曲構造はこわされ

ている。しかし大局的には，ポロヌプリ山の北面および南東側に，上位層が発達していて，

背科構造のなごりがみとめられる。

図幅の中央南部には，断層にかこまれた形で，歌登層群が発達している。この地層は，

日高果層群より，新しそうな砂岩・頁岩・凝灰岩などで構成され，由-北陸の摺曲構造がみ

とめられる，この地層は，音威子府図 lhi 地域に模式的に発達し，かつて北見層群・時代未
4).5) ('，)，7)，め

詳中生層とされて，時代的にいくつかの疑問が残されていたわしかし，音威子府図幅によ

れば，北見層群と呼ばれたものは，日高累層群にふくめられるものや，白望紀に属するも

のなど，いろいろな時代の地層を混在していることが，あきらかにされた。さらに蝦夷層

群の一部も，ふくむ可能性のあることを指摘している。中頓別凶幅では，地質時代を決定で

きる資料はえられなかった。しかし，あとからのべるように，その構成岩層は，日高累層

-4-



時代 層 序(層厚m) 模式柱状 岩 質 その他

弟
市'rf舎貝当世

『亡A 器開駅硲誠事
砂，礁，粘土

四 i共

If第一物1 磯，砂砂，離

紀 干員 〆松音書日岳の形成
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第 2 図模式柱状図

群とはまったく異質であり，また地質構造の解析によって，下部蝦夷層群・中部蝦夷層群

の一部に相当する可能性が強い。このようにし、ろいろな問題は残っているが，一つの地層

群としてまとめた。

図l隔の西部には ， Inoceramus や Ammonite の産出で・特徴づ、けられる上部白望紀の地層
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が発達している。これらは蝦夷層群・函淵層群にふくめられ，下位の日高累層群や歌登層

群とは断層で境されている。したがって，凶幅地域では中部・下部蝦夷層群の大半は露出

していなし、。図|隔地域では，中部蝦夷層群の最上部と，上部蝦夷層群および函淵層群に対

比される頓別層群に大別される。いずれも砂岩・頁岩・シルト岩で構成され，層相のちが

いでさらに細分される。

これまでのべた地層の分布地域には，輝緑岩・扮岩・蛇紋岩・角閃岩などの古期火成岩

のほかに，安山岩・玄武若などの岩脈や岩床が注入しているの

このようないろいろな岩層を完全に不整合におおって，新第三紀の地層が発達している。

新第三紀層の特徴は，日高累層群や歌登層群の分イIi地域の東西西翼にわかれて発達し，そ

れぞれ層相や岩相にちがし、がみれることである。このことは，両翼地域の地層堆積当時の

堆積盆の相違をあらわしているものと考えられ，古地理上，興味ある問題である。この同

幅では，このような理由から，東西両地域で新第三紀層を区分し，さらに産出化石のしめ

す時代や，層相などによって細分した。しかし，東西両地域の地層相互の対比は，産出化

石によって可能である。

新第三紀層の最下位の地層は，下位のいろいろな地層を不整合におおっていて，モベー

チャン層および校卒層と呼んだ。これらの地層の産出化石は，いずれも中新世・ k部の峠

下階を指示している。これらの地層は，鮮新世のいわゆる滝川隔をしめす化石を産出する

中頓別層および本l幌別層で，不整合におおわれている。さらに， j二位は小頓別層およびベ

ンケ層と呼ばれ，音威子府図|幅および乙忠部図III高地域に広く発達する地層が分布している。

図隔の東部地域には， r-p新世末期から鮮新陀にかけて噴出した安山岩類が発達している。

これらは，いずれも校卒凶i隔地域に!よく発達している火山岩類の一部か，または類似の火

山岩類である。また，西部地域には，白望紀層を広:盤として，敏官知一松音知火山が形成

されている。この火山の構成岩は，いろいろな安山岩質熔岩で，第三紀末か第四紀初頭に

活動し噴出したものと考えられる。

第四紀層は，現在の河川流域に発達する 3 段の河岸段丘堆積物・松青知岳の山麓周辺お

よび図幅東南隅に発達する崖錐堆積物および現在の河床や河岸の平坦地を構成する沖積層

に区分される。

同l隔地域の地質構造は，全域を通じてみると，南北性およびほぽ東同性の，二つの方向

性がみとめられるのこのうち，南北の方向性には，断層構造とともに摺由構造が強く表現

されている。それに反して，東西性のものは，おもに断層構造であらわされている。

111.2 地質各説
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ジュラ系一下部自重系III.2.1

日高累層群III.2.1.1

この図|隔地域の日高累層群は， IE生層と考えられ，秩父古生層に対比されたこともある1

しかしこれらの内には，あきらかに上位の地層(筆者らの歌登層群や新第三紀層〉をふ

くんでおり，地質時代について，問題とされる点があった。最近になって，橋本および今由.

によって，この地域では日高累層群の最下位と考えられる地層から，動物化行が発見され，
\1) 盲 10

空知層群に対比されることがあきらかにされたのしかし，下部で輝椋宕質問やスピライト

質岩が多いという点で，標式地の空知層群と，屑相 f二の特徴が一致してはし、るが，かなら

ずしも，宥相層序は対比できないのことに，上部にもなお輝緑岩質宕を豊'白にふくんでい

ることは，この地域の空知I屑詳の一つの特徴と考えられる。したがって，この凶幅では，新

たに下部を構成する地層群をベーチャン層群，上部をウソタン層群と呼んだの I副首群の区

分を福地および鈴木の層序l三分と対比すれば，第 1 去のとおりであるつまた，ぺーチャン

ウソタン層群は上部の主夕張屑に，それぞれ層群は空知層群の下部相にあたる山部層に，

相当するものと考えられるのベーチャン層群とウソタン層群との関係は，福地や鈴木も認

tアめているように，断層で接していてあきらかでない。しかし，地質構造ーや宕相土から，

l幅 l

ウソタン同群 i

|福地信世|鈴

1902

(…ラマップ統

(一一断

|パ γ ヶ

|ベイチ

ソタン層群を上位層として，あやまりがないであろうの

第 1 表

|橋本 立 I:?)

|空知層群標準区分|中
1956

要本

1935
|ヌ l日リ頓

屑張タ

屑

ピラカナ JJl 主
ン回

ンタソウ

)首一

ベーチャン層群

修正

間部山

統(ベイチャイナ

層ポロヌプリン統ヤ

ベイチャン統・パンケナイ統

ポロヌプリ屑・ベイチャン層

ペーチャン層群

同地信世:

鈴木要:

1902

1935

ベーチャン層群は，この間隔地域の日高 LH 層鮮の大半を占め， )百相によって，下位:から

さらに，ポロヌプリ!曽 e 間ノ川居・ヒラガナイ層・パンケナイ層の 4) 留に区分することが
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ベーチャン層群は，一般に，下部は層相の変化が水平的にも垂直的にも，かなりいちじ

るしく，単層の連続性がきわめて乏しいのまた，下部では輝緑岩やスピライトが多くなっ

ているが， 土部ではチャート・粘板岩が主体となり，緑色岩も凝灰岩が多く，単層の連続

性が強くなる傾向がみられる。

i.l ポ口ヌプリ層

1902 福地信世: ベイチャン統の一部

1935 鈴木 要: ポロヌプリ層の一部

模式地: 兵安川上流地域および下流部のガロー付近

分 布: ポロヌプリ山を中心にして， NNE-SSW)j 向に分布している。また，日高

黒層群分布地域の同縁部に南北に琵達しているのそのほか，ウソタン川七五にも，一部が

みられるわ

構主主: ポロヌプリ III 地域では，一般に， N60ー E から EW の走向をしめし，傾斜方

向は不定であるが 45° 以上傾斜している。この地域のポロヌプリ層は，上位層のた達状態

からみると ， "Ic~f 科構造‘を推定できる。しかし，蛇紋岩をともなう勇断市でこわされ，軸は

残っていない。阿部地域で‘は，南北性の走向で，東または I冴に 45° 以上の傾斜をしめして

し、るの

府民・層相: この地層は，おもに輝緑岩・スピライトなどで構成され，そのほか輝緑

岩質凝灰岩・粘取引・砂岩・喋宥・チャートおよび石灰岩などを介在している c 輝緑岩・

スピライトと， ~'¥紋i:;.質凝灰岩との境界は，不明瞭なことが多く，全域にわたって区分す

ることは困難であるの一般に凝灰岩は少ないのまた，岩脈状や熔岩状，一部には集塊岩状の

輝緑岩・スピライトもみとめられるの砂岩・傑岩およびチャートなどの介在層は，一般に

連続せず，一定の屑準をしめしていないハこの地層の模式的な岩相分布は，兵安川ド流地

域でみられ，第 3[ 文!のようになっている。

化 石: この地層からは，肉眼的な化石は発見されなかった。しかし，石灰岩中から，

乃lena ρoridium lobatum.YABE&TOYAMA および Spmgiomoゅha n ・ sp. が，今西・橋

本によって定見されている。これらの化石がしめす時代の上限は，ジュラ紀である。この

り.10)

ことから，この地域の地層が空知層群下部の山部層に対比されている。

層 厚: 一般に般的L帯によって転移しているため，真の層厚を測定することは困難で

あるの比較的安定している兵安川下流でみると，おおよそし500m 以上に達するの

i.2 間ノ川層

1902 福地信世: ベイチャン統の一部十パンケナイ統の-部
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模式地: パンケナイ川上流部。

分 布: パンケナイ川の上流および兵安川上流地域に，ポロヌプリ層をはさんで，そ

の北西および東翼に発達しているのそのほか，兵安川中流・間ノ川・平賀内JII ・中ノ JII な

どにも，かなり広く分布している。

o I 234km

第 4 図 ポロヌプリ層・問ノ川屑・ヒラガナイ層の構造
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構造: 間ノ川層は，ポロヌプリ層にくらべ，層理の発達が良好で，構造の追跡が容

易であるのしかし，地層が逆転傾斜をしめしている場合が多いが，全域にわたって，逆転

*構造を追跡することは困難である σ

土位および下位の地層の分布状態から間ノ川層の構造を追跡してみると，第 4 図のよう

になるの

関 係: 下位のポロヌプリ層とは漸移している。したがって，輝緑岩やスピライトが

第 5 図間ノJIl層の岩相分布

*地質図には見かけの走向・傾斜を記入しである。
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なくなり，粘板岩を主体とする部分から，この地層にふくめた。

岩質・層相: 間ノ川層は，粘板岩が主体で，砂岩・チャート・輝緑岩質凝灰岩および、

石灰岩を介在する地層である。

間ノ川層の構成岩の粘板岩・砂岩・チャートなどの岩質は，ポロヌプリ層のものとほと

んどかかわらないο ただ，次のような相違がみとめられる。 (1)砂岩を顕微鏡下で観察する

と，斜長石〉石英>岩石片であって，ポロヌプリ層のものにくらべると，やや斜長石が多

い。また，岩石片は，ポロヌプリ層のものには，輝緑岩片をふくんでいることが普通であ

るが，間ノ川層のものでは，ごくまれにしかみられないという特徴がある。 (2)チャートの

内には，凝灰岩様で，やわらかいものもみとめられる。また，粘板岩や輝緑岩質凝灰岩か

ら漸移してチャートとなっている場合もある。 (3)砂岩には，ひじように凝灰質のものもみ

とめられる。

間ノ川層は，下部では，輝緑岩質凝灰岩およびチャートの介在が多いが，上部では，次第

に少なくなり，厚い砂岩が発達するようになる。また，石灰岩も特徴的に下部に介在して

いる。これらの介在層は，一般に水平的な連続性が乏しいが，上部ほど連続性を増してい

る。このように問ノ川層は，層相の変化がはげしいことが特徴であるが，この様子を，追

跡できた範囲内でしめすと，第 5 同のようになる。

化 石: この地層からは，化石は発見されていない。

層 厚: パンケナイ川では，おおよそ 1 ， 700m 以上であるの

i.3 ヒラガナイ層

1902 福地信也: ベイチャン統・バンケナイ統およびオネンカラマップ

統の一部

1935 鈴木 要: ポロヌプリ層・ベイチャン層およびヒラカナイ層の一部

模式地: パンケナイ川中流および問ノ川中流部。

分 布: パンケナイ川・中ノ川・間ノパ|・平賀内川の中流部およびウソタン川と流な

どに露出分布している。

構 造: この地層は，まえにのベた問ノ川層と同様に，逆転傾斜や正規の傾斜がみら

れる。パンケナイ川およびウソタン上流部では， N45°~70° E, 300~90° SE および NW

の走向・傾斜をしめし，それぞれ，正規の構造をとっているの一方，西部の中ノ川・問ノ

III ・平賀内川に分布するものは，南北性の走向と， 70
0

以上東また西に傾斜している。そ

のうち第 4 図であきらかなように，もっとも西側のブロックは東傾斜の構造が本来の構造

である。また平賀内川上流部に発達するブロックでは，西傾斜をしめしている。したがっ
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て，両ブロックの問に向斜構造が発達していたと考えられ，それが，断層による転移でこ

わされたものと解釈される。

関 係: 下位層とは，層相上からはっきり区別されるが，整合的に接している。

岩質・屑相: 淡結色・灰白色のチャートが主要構成員であるが，粘板岩・扮岩質凝灰

岩などを介在している。

ヒラガナイ層は，粘板岩・凝灰岩をわずかに介在しているだけで，全層ほとんど変化な

く，チャートで構成されているの粘板岩や凝灰岩などの介在層は連続しないが，この地層

そのものは，厚さは変化するがひじように連続性があって，ベーチャン層群中で良好な鍵

層とすることができる。

化石: この地層からは，肉眼的な化石は発見されていない。

層 厚: パンケナイ川では，おおよそ 350m 前後であるが，問ノ川では， 500~600m

となっている。

i.4 パンケナイ層

1902 福地信世: パンケナイ統

模式地: パンケナイ川中流部。

分布: パンケナイ川中流部から，ケモマナイ川にかけた地域にだけ分布している。

構造: パンケナイ川では， N20o~70° E ・ 50σ~80° SE の走向・傾斜をしめし，正

規の構造をとっているの一方，ケモマナイ川では，ほとんど東西性の走向となり， 50
0

前

後南に傾斜しているが，一部には ， 30o~60° の北傾斜部も発達している。この部分は，や

はり逆転部と考えられる。

関 係: 下位層とは，整合的に接しているが，層相は急変し，境界が明確である。

岩質・層十目:全!膏を通じて，ほとんど板状の層理の発達した粘板岩で構成されているが，

上部には，粗粒の硬砂岩が 1 枚介在しているのこのほか，時灰色のチャートの薄層もみと

められる。粘板岩は，一般に堅く珪質の部分もみられる。また，一部では，千枚岩状の産

状を呈しているの

パンケナイ層は，垂直的にも水平的にも，層相はあまり変化しないのまた， 上部に介在

する砂岩も連続する。このような特徴のほかに，この地層には，下位層に多かった輝緑岩

質岩をまったく介在していないこと，砂岩やチャートが，下位層にくらべて少ないこと，

などが特徴となっているの

化石: 化石は発見されていないの

層 厚: パンケナイ川では，少なくとも 1 ， 900 m に達している=
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オネンカラマヅプ統

ヒラカナイ層十ウソタン層

ウソタン層群

福地信世:

鈴木要:

1902

11

1935

まえにのべたように，ベーチャン層群とウソタン層群との，直接の果重関係のみられる

*tひ
ところは，まったくなIt '0 少なくとも中頓別凶幅や浜頓別図幅では，断層で両層群が接し

ているため，層位的な関係はあきらかでないのしかし，ベーチャン層群の地質構造から推

定するならば，断層でこわされてはいるが，ポロヌプリ層を核とする背斜構造の北西翼部

ウソタン層群が発達している。また，べーチャン層群の層相は，上部に向って，次第

ウソタン層群の層相と近似性に;j('¥的に変化が乏しくなり，連続性をもつようになって，

ウソタン層群I-Pの特徴的な層相も，ベーチャン層群Iドには，まっをもってくる。さらに，

たくみられないのこのような理由から，ウソタン層群は，ペーチャン層群の上位層と考え

ウソタン層群は，べーチャン層群が，新第三紀層で!よくおおわれて

*本

いる図~J面の束I有地域に発達するものであろうの

られるのしたがって，

ウソタベーチャン層群が， III頓別図幅地域の日高果層群の大半を占めているのに反し，

ン層群は，浜頓別凶幅地域の日高果層群の主要構成員となっているの浜頓}jUt訓l高地域で，

***ウソタン層群の層 if 区分は次のようである。し、ままでにあきらかになった，

周

一

層

一

層

-

層

ラ

一

←

イ

一

一

ゴ

一

里

ナ

一

丘

山

一

一

一

、

一

一

一

レ

一

河

一

ャ

一

文

一

一

一

チ

一

フ

一

鬼

一

イ

←

珠

一

ナ

'

'

'

E

1

・'

s

a

'

t

a

E

E

E

E

E

J

、

、
E

E

a

『
E

E

E

'

t

E

l

a

'

'

t

、

ウソタン)再併

層JIIイ

これらの地層のうち下位の，ナイ )11 層および珠丈岳層の一部しかIjr 頓別図 [I匝地域には，

発達していない σ

ウソタン層群は，水平的な層相の変化が之しく，比較的連続することが特徴的である。

キ 浜頓別図帽のウソタン川流域では， 蛇紋岩をともなう衝上性断層で接しているの

かし北東部の未踏奇地域では直接の果重関係が発見される可能性がある。

**浜頓別|ま!幅の北京地域でベーチャン層群とウソタン層群の層序があきらかにされた

場合には，両層群の境界をどこにとるかが問題となるであろう c この iぎ1 幅ではいちお

うベンケナイ)吾までをベーチャン層群としてある。

*林 この層!下区分は，ウソタン )11 から南部地域で行なったもので，地層名は仮りに命名さ

れている n したがって，浜頓別 l文!幅北京地域の調査結忠によっては，変更される場合

もあるの
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ii.l ナイ川層

1902 福地信世: ベーチャン統の一部

1935 鈴木要: ピラカナイ層の一部

模式地: 浜頓別図幅のウソタンJl I支流ナイ川上流地域。

分 布: 中頓別図幅地域では，北端のイチャンナイ川ーと流からナイ川ど流にかけて分

布しているだけである。主要な分布地は浜頓別凶幅内にある。

構造: イチャンナイ川上流では， N500~70° E ・ 60°_80° NW の走向・傾斜をし

めしているの浜頓別図幅内でも，ほぼ同じような構造をしめしており，中頓別図幅地域の

構造がそのまま連続しているの

関 係: この地層の下限は，まえにのべたように，蛇紋岩をともなう衝上性断層で切

断され，ポロヌプリ層と直接している。また，ナイ川層の下部の層相は，問ノ川層に類似

した層相をしめしている。このような点から，ナイ川層は，ポロヌプリ層直上の地層でな

いかという疑も生ずる σ しかし，上部にた達する特徴的なチャートの厚層(珠丈岳層)と

の層位関係は，まったく整合的であって，このような t依層相を問ノ川層以上のぺーチャ

ン層群111に，もとめることはできない。したがって，ナイ川層は，ベーチャン層群以上の

地層である。

官質および層相: 粘板岩・チャートを主体とし，梗砂岩および輝緑岩質凝灰岩を介在

する地層であるの

ナイ川層の下部は，粘板岩にとみ，灰白色のチャートおよび輝緑岩質凝灰岩を， しばし

ばはさむ層相をしめしている c I!I部では，粘板岩の薄)吾をはさむ灰白色チャートおよび陥

赤色チャートの厚層(厚さ約 200m) が発達している。上部になると，ふたたび粘板岩を

主体とし，まれにチャートを介在する層侶となっている。

化石: この地層からは肉眼的な化1::1は発見されていないc

層 厚: イチャンナイJr lr_流で， 800m 以上であるの

ii.2 珠文岳層

1902 福地信世: オネンカラマップ統の一部

1935:鈴木要: ピラカナイ層の一部

模式地: このば幅では， fiL 無川に模式的に発達している。しかしこの地層の本体は

浜頓別図幅内にあって，イチャンナイJl I ・鬼河原川が模式的で、ある。

分 布: ri寸頓別図 III日では，尻無川上流域およびイチャンナイ川上流にだけ分布してい

るの

- 15-



構造: 尻無川では， NS~N 10 コ W の走向と， 60つ ~70二 SW の傾斜で，厚さ 1 ， 500 m

以上の厚層で発達しているにもかかわらず，尻無川のすぐ南の平賀内川には，まったく連

続していないの平賀内川では，間ノ層が危達しており，珠文岳層と問ノ川層の間に， NEE

方向の大きな断層帯が発達することをしめしている勺この断層帯の延長は，まえにのべた，

ナイ川層とポロヌプリ層との境界の断層帯で、あるつ一点，イチャンナイ川上流では， N40ー

~700E ・ 600~80° NW となっていて，尻無川でみられる南北性の構造から，東西性に

近い構造に転移しているつ

関 係: 層相は明確に変わるが，ナイ川層とは，完全に整合であるつ

岩質および層相・ この地層の構成員は，灰白色・暗赤色および陥椋色などをしめし，

板状層理の発達したチャートであるの下部では，まれに粘板岩および細粒 fi少岩の薄層を介

在しているの一般に，灰白色の色調をしめすチャートが多くなっている(

この地層の特徴は，全層ほとんどチャートで構成され，厚さが尻無川で 1 ， 500 m以 kで

あること，浜頓別図幅地域の珠文岳をへて，ウソタン川4-:流域まで ， J享さや層相がほとん

ど変化なしに，連続して追跡されること，などである。したがって，校卒山地地域の日高

累層群中で，もっとも良好な擢層であるつしかし断層による転移が多く，中頓JJljl司市民地域

では，ごく一部にしか発達していないの

なお，尻無川では，この地層中で，坑道掘さくによる金鉱脈の探鉱が行なわれた!坊があ

るのこの間近では，圧砕されて，粘土化した細脈はみられるが，鉱脈は残されていないっ

化 石: この地層からは，肉眼的な化石は発見されていないぺ

層 厚: まえにのベたように，尻無川で 1 ， 500m 以上であるつ

III.2.2 白霊系

III.2.2.1 歌登層群

1933 服部卒雄・山内政信: 中生層

1942 島田忠夫: 北見層群

1956 今西茂: 北見層群

1962 長谷川潔他: 歌登中生居

模式地: この図幅地域では，兵安川および中ノ川の中流部。標式的には，音威子府図

幅北端の，小頓別・歌登聞の道路に発達している。

分 布: 凶幅の中央南部の，兵安川中流域からオムロシュベツ川上流域にかけた地域

と，中ノ川中流部を中心として，北の問ノ JII から南のニセアケシチマナイ沢まで分布して

し、る。
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構造: 兵女川から i討の地域で、は，走向方向や傾斜方向は，まったく一定していない

が，傾斜は 50~~90:' でかなり急傾斜である勺このような状態は，ひじように複雑な摺耐を

くりかえしさらに断層によって寸断されているためと考えられるハ兵安川での踏査I司は，

第 6 図のとおりで，実際に NW 方向， NS 方向， NE 方向などの，幅 50cm~150cm ほど

の破砕帯が数多くみられる η しかし，オムロシュベヅ川や歩道ノ沢などの構造と連絡して

考察すると，大局的には，それぞれ南北性の背斜と向斜構造がうかがえる。

第 6 図 兵安川中流部歌登層群分布地域開査凶

一方，中ノ川地域では，ほぼ南北性の走向をしめし，傾斜は 600~90° で傾斜方向は安定

していないの局部的に逆転した傾斜をしめしている場合もみとめられる。この地域では，

葉理の発達状態、や級化整層の状態から地層の上下を判定してみると，大まかには，南北性

の向斜構造をとっているようである。

関 係: 地質図であきらかなように，周辺の断層でかこまれており，口高累層群中に

落ちこんだ形態をしめしているのしたがって，下位層との関係はあきらかでないの音威子

府図l隔地域でも，下位の日高崇層群との関係は不明とされている。

岩質・層相: 砂岩・頁岩の互層を主体とし，灰白色の凝灰岩をしばしばはさんでいる。
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また，頁岩の中には，まれに泥灰質の扇平な団球をふくんでいる。

南部地域では，おもに頁岩にとんだ互層が発達しているが，まれに頁岩の)享層もみとめ

られるの中ノ川地域では，砂岩にとむ互層となっているの

音威子府図幅によれば， この地層は A 層および、 B 層に灰分されている。しかし， 中l頓

別図幅では，全層ほとんど同じような層相で，細分することはできなし~

この地層は，日高累層群とことなり，輝緑岩・スピライト・チャートなどを，まったく

介在しないことが特徴であるのまた頁岩や砂岩には，葉I里が発達し，しばしば純化整層がみ

とめられる。さらに凝灰質で、ある c このような点で，いかにも若そうな外観を呈している。

凝灰岩には，中部蝦夷層群中に普遍的にみられる骨石状凝灰岩もみとみられ，一つの特徴

となっているつ

化 石: 中頓別図l幅地域で、は，化石はまったく発見されなかった。しかし，市の延長

部にあたる音威子府図幅地域では，今同によって ， Triglωzia pociliformis YOK ・をふく

む動物化石群が発官されている。 この化石は， 中野によって Sc伽t叩nia ima 刈i

NAKANO と再保定 L れた。その地質時代は， Apto-A 陥n をしめし，自主紀の宮古階に

相当することがあきらかにされた。

歌登層群は，青威子府|司 I!J~ で指摘されているように岩質や層相の特徴が，下部蝦夷層群

やI!" 部蝦夷層群と類似している点からみると，中頓別図 i隔地域の歌登層群全部が，蝦夷層

群に相当する可能性も牛.ずるわ中頓別閃隔では，このような問題点を解決するいとぐちは，

っかむことができなかったわこの凶幅では，いちおう，歌主主層群として一括し，その地質

時代は官 8世以降のものとしてあっか勺たの

層 厚: まえにのべたように，複雑な摺曲と断層が発達しているため，層厚の測定は

容易でないが，兵安川では，おおまかにはし OOOm 以1:::で、あるの

III.2.2.2 蝦夷層群

rtT頓別図幅地域に琵達する蝦夷層群は，中部蝦夷層群最上部の地層から， と部蝦夷!普群

上部までで，中部 WJ 夷層群の中部から下部の地層の露出はみられない c また，分布地域は，

図幅の西~部にかぎられており，新第三系や松音矢口火山噴出物でおおわれている。

目白 i果層群や歌登層鮮には，断層によってこわされて，摺曲構造はほとんど浅されていな

いが，蝦夷層群には，かなりいちじるしい摺山構造が楚達しているつしかし，隣接する敏

音失Il図幅もふくめて概観すると， 111 頓別凶幅地域は， I白]斜の東翼部にあたっているの

i 中部蝦夷層群

この図|隔地域の riel部蝦夷層群は，佐久層に相当すると考えられる，ーノ川層だけである。
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i.l ーノ川層

1955 今西茂: イソサンヌプリ層群 Cry 層

模式地: 間ノ川下流部

分布: 間ノ川およびーノ川などの下流域と，平賀内川南支流などに分布している。

関 係: ポロヌプリ層と断層で直接しているの

構造: この地層は，間ノ川およびーノ川では，約1. 5 km の幅で分布しているが，

その間に，二つの背斜と一つの向斜構造がみとめられる。地層の走向は，ほぼ南北性で，

傾斜は 400~70° であるの一部では， 80
0

前後の急傾斜を示している行したが勺て，摺曲構

造もかなり急傾斜で，それぞれの軸の間隔はせまし~

岩質・層相: この地層は，砂岩およびシルト岩で構成されている。シルト岩1f:1には，

しばしば不規則な形状の団球をふくんでいるの

ーノ HI層は，露出している範囲では，最下位に粗粒凝)R:質砂岩が発達している。その上

部には，細粒砂岩とシルト岩の薄互層部がみられ，上部になるほど次第にシノレト岩が多く

なっているの

化石: この地層からは，鑑定できるような化石は採集されなかったが， しばしば

Inoceram財政片をふくんでいる内

この地層は，今西がイソサンヌプリ層群の一部に対比し， トリゴニア砂宕屑準(斗'1m蝦

夷層群上部)とした地層である(この凶幅調宣では ， Inoceramus 破片をえただけで，明確

に中部蝦夷層群の佐久層準を指示する化石は，発見されていないのしたがって，いちおう，

今岡にしたがって，中部蝦夷層群にふくめた。

層 厚: 計測できた範囲では，約 350m ー」であるつ

ii 上部蝦夷層群

上部蝦夷層群は，おもに兵安川の西側の地域に，新第三系や火山岩におおわれて，分布

しているのこの図幅地域の上部蝦夷層群は， 下部から上部まで，ほとんど頁岩またはシル

ト岩で代表される泥質相の多いのが特徴である η しかし，眉相のちがいによって， -f{ 立か

ら，上頓別層・零号沢層・#層の 3 層に区分することができるつ

ii.l 上頓別層

1955 今西 茂: 頓別層群ド部 Crlv 居

模式地: 藤井ノボ流 j品

分 布: 上頓別 I付近および藤井ノ沢流域などに去く分布しているっそのほか，ーノ川・

問ノ川下流部や，中頓別市街地の東側にもた達しているつ
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構造: この地層は，一般に南北性の走向で，傾斜は 300~70° の範囲である。局部

的には直立していることもある。このような走向・傾斜で，南北方向の軸をもった摺曲の

くりかえしが発達しているの全般的にみると，兵安JfIから西側の分布地域では，比較的ゆ

るい大まかな波状摺曲であるが，兵安川の東側では，小さなはげしい摺曲のくりかえしが

みられる σ

関 係: 下位のーノ川層との直接する関係はみられないが，構造は，まったく整合的

である。

岩質・層栢: 暗灰色のシルト岩および頁岩で構成されている。まれに，灰白色凝灰岩

の薄層や，泥灰質問球がみとめられる。

この地層は新鮮な面では，一般に無層理なことが多い。風化すると，多角形の細片に破

砕しやすい。全層はほとんど均一の層相をしめしており，垂直的・水平的に変化に乏しい

のが特徴である。

化石: この地層中には，一般に化石が保存されていることは少ないc まれに Ino-

ceramus の産出があるの藤井ノ沢下二股附近で，小塑の lnoceramns sp.(naumannitype)

が発見されたが，そのほかの地域では Inoceramus の破片が採集されただけである。今西

によると，平賀内川およびその南支流地域で ， InoceramusnaumanniYOKOYAMA の産

出が報告されているの

層 厚:南部地域で計測すると， 500m 以上に達するの

ii.2 零号沢層

1955 今西茂: 頓別層群ド部 Crl 層 +Cr][ 層

模式地: 凶幅南西部の零号沢 c

分 布: 図幅南西端部の平野沢から零号沢流域までの地域および神崎附近，藤井ノ沢

上流地域などに分布している。そのほか，平賀内川下流域や兵安川流域などにも発達して

し、る。

構造: 平野沢では， N20o~60合 E ・ 300~70° NW の走向・傾斜をしめしている。一

方零号沢では，ほぽ南北性の走向と， 400~75° W の傾斜となっている。神崎附近では，南

北性の向斜構造がみとめられる。その向科の東翼部では， NS ・ 300~50° W，西翼部では，

N10ー E ・ 50
0

SE の一般走向・傾斜をそれぞれしめしている。北部の藤井ノ沢・兵安JIl下流

部・平賀内川下流部などの地域でも，それぞれ南北性の走向で発達しており，小さなうねり

をもった南北性摺山をくりかえしている己これらの地域の傾斜は，一般に 400~60° である。

関 係: 平野沢では，この地層の基底部に，喋岩層が発達しているが，構造的にはま
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ったく整合的である r ほかの地域では，穣岩層はみられず， 1斬移しているようである。し

たがって，砂岩・凝灰岩をひんぱんに介在する部分から，この地層にふくめた。

岩質および層相: この地層は，砂岩・頁岩・凝灰岩および喋岩で構成されている。

層相は，平野沢地域では，操岩層からはじまり，それから約 150m 上位に，厚さ 2m 前

後の凝灰岩がみとめられる。この凝灰岩は，平野沢から零号沢まで鍵層として追跡される。

凝灰岩から上部では，粗粒砂岩や凝灰岩をひんぱんに介在している。一部には砂岩・頁岩

薄互層部が発達している。またと部では， しばしば石灰質団塊をふくんでいる。この地層

の基底部操岩および鍵層とした凝灰岩は，まえにのべたように，南西地域だけで追跡され

るが，神崎地域や，北部地域ではみとめられない。しかし，砂岩や凝灰岩をひんぱんには

さむことや，互層部の発達している状態は，南部地域とほとんど同ーの層相である。

化石: この地層中には，小型の悶球や，大型の団塊をしばしばふくんでいるが，化

石が保存されていることは少ない。まれに Inoceramus の破片がみとめられる。また，地

層中には保存の悪い Ammonits がふくまれていることがあるの平野沢で小形の Puzosia

らしい破片を，兵!長リ II下流では Pachydiscus らしい大形の Ammonite の破片がみとめら

れたが，属種は決定されていない。北部の平賀内川およびjミ北線沿線で，今丙は Gnadry

cerastenuiliratumYABE , Hauericerasgardeni(BAILY).Inoceramusspp. などの産出

を報告している c

層 厚: 南部地域で計測すると約 700m であるわ

ii.3 寿層

1955 今西茂: 頓別層群下部 erl 層

模式地: 平太郎沢下流部

分 布: 中頓別市街西部地域と，神崎西方および零号沢上流地域などに分布している c

構造: 分布地域全般を通じて，南北住の走向と， 40o~70° W の傾斜をしめしてい

る。神 J青地域では，向斜構造をとバている c

関 係: 北部地域では， F位層との関係はあきらかでない。零号沢では，整合漸移し

ている。

岩質・層相: 暗灰色のシルト岩で構成されているつまれに，灰白色粗しような凝灰岩

薄層を介在している亡シルト岩の産状は，板状層理の発達する部分や無層理の部分がみら

れるとこの中には，大型や小型の石灰質団球がしばしばみとめられる。

岩質は，局部的に砂質となる場合があるが，大きな変化はみられない c 水平的にも垂直

的にも，層相はあまり変化しない c
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化石: 保存の悪い Pachydiscus type の大型 Ammonite がみとめられたが，属種

は鑑定されていない。

層厚: 北部地域で約 700m である。

III.2.3.3 頓別層群

1950 今西茂: 頓別層群

この地層群は，この地方の白重紀の最上部を構成している。一般に，ひじように凝灰質

であること，砂岩にとんでいることが特徴的である n 産山化石も，上部浦河世からへトナ

イ世にかけての Inoceramus や Ammonite であるのまた，凝灰岩の性質は，上部蝦夷層

群から下の地層中のものは，紫蘇揮 fi 安山岩質で、あるのに対し，頓別層群からは，角閃石

安山岩質であることが，特徴として報告されている。頓別層群は，このような化石や岩相

上の特徴から，函淵層群や安川層群に対比される。しかし，安川層群の分布地域では，L:

部蝦夷層群を不整合におおっていることが報告されているが，この i司|隔地域で、は，層栴に

は明確な境界はあるが，まったく整合的である内

頓別層群の主要分布地域は，中頓別凶幅周辺の地域であるつ今西は，この主要分布地の

うち浜頓別|司幅地域で，地層を 9 層に区分し頓別層群として一括してあつかっているつこ

のうちド部は，まえにのべた上部蝦夷層群にふくめた地層であるの上部の地層の延長は，中

頓5J1j地域にも分布しているつしたがって，この l<l隔では，今回にしたがって，頓別層群と

してあつかった。

この図幅地域では，層相の特徴からと駒層および千太郎!暑の 2 層に区分したっ

i 上駒層

模式地: 平太郎沢下流部 σ

分布: 閃幅北岡部の平太郎沢から上駒部落にかけて分市している。

構造: まえにのべた寿層と lまとんど同様な，南北 l宅の走向・ 30 コ ~75C W の傾斜で

発達しているの

関 係: 下位の寿層とは整合的に接しているの寿層 l乃上に発達する凝灰質相粒砂岩か

ら，この地層にふくめた。

岩質・層相: 凝灰質組粒砂岩・シノレト岩および細粒砂岩で構成されている《綱粒砂右

は，シルト岩または泥岩片を，パッチ状または斑紋状にふくむ，いわゆる“ i尼くい"砂岩

で，一種の泥相と砂相の混合堆積物と考えられるつ一般に凝灰質で塊状の産状を呈してい

.,
包〉っ

基底部の凝灰質粗粒砂右ーから上位は， ほとんどシルト岩で構成されているが， 灼 50m

- 22-



上位には，“泥くい"砂岩が，それから約 100m 上位には， ややi暗質凝灰質粗粒砂岩がみ

とめられるの基底部の砂討は，水平i刊な連続性がみとめられるが，上位の泥くい砂岩や粗

粒砂岩は追跡できないの

化石: 大型の Inフceramus や Ammonite をふくんでいることが多いが，保存が不良

で破片宇となっているのしかし ， Inoceramt.s の大半は ， Inoceramusschmidti type のもの

であるのなお，岡田は，平太郎沢のこの地層に相当する HI ， H2 層から，次の化石の産出

を報告している。

CalJadocerassp.

Gaud ηIceras striatum(JIMEO)

HelcicngiganteaSCHMIDT

InoceramusschmidtiMICHAEL

Ino.balticusBOHM

層 )享: 約 500mであるつ

ii 平太郎沢

模式地: ヂ一太郎沢

分布: 平太郎沢からt-.~/nJ西部にかけて分布している。

構造: N 10 コ ~508W ・ 700~80° SW の a般志向・傾斜をしめしており，敏青知凶幅

にみとめられる向斜構造の東翼にあたっている。

関 係: 下位の上駒田とは整合制移している。やや粗粒の泥くい状砂円から，この地

層にふくめた。

岩質・)吾相: 平太郎沢目の構成員は，砂符・シノレト岩および凝灰計である。砂告には，

“泥くい"砂岩のほかに， lI ~j·t~J 色の海緑正i砂岩様のものや，いろいろな色凋の粒 fをふくむ

“雑巴"砂岩などがみとめられるついずれも凝以質で， Inoceramus の繊維片やJR'l"i物・石

炭)1- などを， しばしばふくんでいるの

この地層は，全般的に氾くいi大砂行が多いが， rlt粒 {1少誌や雑色 Ii); fコをしばしば、介在し，

局部的にはシルト宕とり;層状態を呈する。まれに ， iJ己灰質団長Rをふくんでいるが，化石を

保存していることは少ないη

化 石: この地層巾には， しばしば大型 [noceramus の破;;が此fがされているが， j品

種が決定できるほどのものはみられないの

層厚: I ,OOOm 以上で、ある勺

III.2.3 新第三系
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図|隔地域の新第三系は，中新位後期に属する，モベーチャン層・校卒層，鮮新世に属す

る中頓別層・本l幌別屑・小頓別層および、ベンケ層に区分されるのなお，東部地域では，校

卒屑をおおって金駒内堺岩およびウエンナイ熔岩が発達している。

この地域のすf第三系は，日 l首黒層群や歌登層群などの分布地域を境として，その東西r~j

買で，構成拝中lJがし、ちじるしくことなっている。したがって，この図幅では，それぞれの

地層を堆積させた堆積盆の1ム-がりをもとにして地層名を使用した。

I市j地域の地層は，ともに海成層で，海棲介化石をともなっているのモベーチャン層と校

平層からは，厚内 Iltt ド化石動物群集を産出し，両地層が， fi1) f時期の地層であることを

しめしているわまた，中頓別層とみ;幌別「脅からは，滝川 一本別化石動物群集を産出して

し、るの

III.2.3.1 西翼部地域の新第三系

1 モペーチャン層

1935 鈴木 要: 茂ウツナイ層ド部・茂ベイチャン回・中ベイチャン屑

1953 今西茂: 兵知安層群

模式地: 兵安部落;:付近の兵安川および茂兵知安 JII の本流流 j点。

分 布: 神崎および兵支部落を中心とした地域に分布している。そのほか土毛登別の

石炭ノ沢上流，および兵安Jl I3 ノ沢などにも発達している「

構 造: N5c~ 1O W 方向に延びた大きな向斜構造がみとめられる。傾斜は，一般に
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200~40° である。そのほか，上位のrp頓別層におおわれている背科構造が，中ノJfI Jl I 日附

近にみとめられる。

関係: 先第三紀の地層を斜交不整合におおっているが，向斜の両翼で時代のちがっ

た基盤岩層と接している。両翼では蝦夷層群，東翼では日高累層群上に累重している。

岩質・層相: 泥岩・硬質頁岩・砂岩および磯岩で構成され，ときに粗悪な石炭薄層を

はさんでし、る。

この地層は，一般には，下部が組粒岩相，中・上部は泥岩相にとみ，層相変化がみられる。

しかし水平的にもかなりいちじるしい変化があり，地域的にそれぞれことなった層相で，

発達している。その様子は，第 7 図にしめしたとおりである c また，下部に発達する磯岩

には，地域的な粒度変化が顕著にみとめられる。向斜の東翼では，喋粒が 5cm 以下で，喋

量が多く分級も良好であるが，西翼ではおもに 5，.....，lO cm の礁で， まれに 1m におよぶ岩

塊もふくむ，分級の悪い粗しような瞭岩となっている c この事実は，モペーチャン層の堆

積盆のひろがりを考察する一つの手がかりと考えられる。

なお，兵安JI13 ノ沢に分布するモペーチャン層は，主要分布地域の下部の層桐に類似し

ている。つまり，喋岩・操質砂岩・砂岩などの不規則な互層からなっているの

化石: 南部地域では，中位の泥岩を主とした岩相，北部地域では，下部の粗粒岩相

から，多くの化石が産出している。とくに，北部地域では，化石の密集帯を数層はさんで

いるの産出化石は，つぎのものであるが，産出個体数にくらべて種類の変化が乏しいよう

である。

Nuculanasp.

Macomasp.p

Peronidiasp

Dosiniakaneharaimirabilis(UOZUMI)

Pitarokadana(YOKOYAMA)

Spisulaezodensata(Kup.)

Myasp.

巻介数種
22)

これらの産出化石群は，隣接の青威子府岡市 j内のタチカラウシナイ層，枝幸図幅内の技

幸層から産出する化石群と同じであって，厚内ー峠下化石動物群に属するものである。

層 厚: この地層は，中頓別層の不整合で大きく削られ，地域的に層厚が変化してい

るの大きくみると，南から北にむかつて削剥量は増大している。中ノ川附近から北方の地
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域には，発達してしない。

中ノ川附近で 90
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In の厚さをしめしており，中ノ J II 川口の下流では 11m 前後の厚さに薄化している。

2 中頓別層

1935 鈴木 要: 茂ウツナイ層上部+中頓別居

1953 今西茂: 中頓別層群

模式地: 茂兵知安川支流・平賀内川中流。

分 布: 尻無 JII ・平賀内川などの下流部を中心とした北部地域，ーノ川から南部の地

域などに分布している c 茂兵知安川の中流から南部では，分布の幅が 5km ほどにひろが

っているの

構造: 大局的には， N30ー E~ N30ーW の走向をしめす大きな向斜構造をつくって

いる。地層は， 5°~25c の緩傾斜をしめしている。また，この向斜構造は，ーノ川の北方

で構造軸が東方に転移している。なお，この向斜構造の南方の延びに当る石炭ノ沢付近で

は走向が N60ー E~N 60ーW にかわっているが，これは，この構造軸にそって，地域的に

できた盆地状構造の一つであろう。

関 係: この地層の基底部は，モペーチャン層・蝦夷層群および日高累層群など，地

質時代のちがった地層の上に果重し，それぞれ基底礁岩が発達しているの

モベーチャン層と中頓別層との境界は， (1) 茂兵知安川と兵安川合流点から 1.2km 上流

m
200

150

100

50

2

日持IJ
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第 9 図 中頓別層柱状対比厄!
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茂兵知安川の右岸， (2)同じ合流点から 7~800m 上流の兵安川左岸， (3)只支部落北h約

(
話
岩
L
Z
V
別
思
民
間
)
亘
唱
、Q
(
E
#
Z
・
2
Z
)
匹
京
事
時
十
】
リ
吋
(
。
冨
)
直
入
午
ホ

l
y
印
図

D
F踏

む
の
F
J
V
J
ケh
h
w総
監
引
車
も
剖
(
早
記
、
信
恒
)
正
担
、
出
品
二
E
Z
H
~
(
五
日
ぃ
倍
以
廿
)
匪
担
金
一
2
Z

魚
田
中
耕
降
一

3
1
吋

500m の兵安川右岸， (4)中ノ川合流点の下流，などで観察できる。

- 28-



(1)の地点では，第 9[;(1のように，中l臥別!習の主主氏部は， f手石慨をふくむ凝))(質fl1 t;'品川17

相であるの不整合同には，円際が散点しており，その上には，塊状の凝);)(買r:j~，粒砂計十Hが

厚く重なっている。

(2) の地点では不整合面がいちじるしく不均川な波状的 iをもっているつまた穿 fLH によ

る穿孔をいくつかみとめることができるの基氏岩相の凝灰質組粒 ~lll 粒砂宕の II' に，不整

合面の下 f立の地層を構成する j尼自の岩 J鬼を多数取込んでいる。

(3) ・ (4) の地点においても，不整合同 iは明瞭である。しかも， (1)~(4) の問で，この地悼の

基底部と接するモベーチャン屑の屑準がまったくちがっているの

岩質・層相: 礁宕，牒質砂岩，砂岩，泥岩から構成されており， 厚い介投干 i灰)骨を l

~2 枚はさんでいるつなお，地域によって，角棟凝灰岩， n藻質泥岩などをはさんでいる。

また，砂岩中には，介化石や泥灰質悶球をふくんでいるの図 II届の南部地域では，亜炭層を

挟在しており，かつて採掘稼行されていたことがあるの

この地層は，茂兵知安川下流王子 i沢附近を境にして，その北部と南部とで，構成岩相およ

び累積状態が，いちじるしくことなっている。

北部地域では，全層が磯岩と砂岩とで構成され， 1~2 枚の介殻石灰層をはさんでいる σ

一方，南部地域では，下部が泥岩， f-:部が砂岩にとみ，一部では亜炭層をはさんで、いて，

垂i白的な層相変化がみとめられるつまた市西部の八号沢附近では，II:藻質泥岩をはさむ喋

岩・砂岩が発注している。このような層相変化の様子は，第 9 図にしめした。

この地層の下部は，砂!台および泥清からなっているが，両.者は地域的な発達状態をしめ

すもので，北部では砂岩，南部では泥岩である。両者の岩相が移りわかる茂兵知安川下右

沢付近では，砂岩と泥岩が，第 10 図のように指交関係をしめしている。市部に発注する下

部の泥岩は，モペーチャン層の泥岩と類似しているため，従来の調杏ーでは下位の地層群の

1 員にふくめられていたようである。しかし，あきらかに，北部の掛岩と指交しており，ま

た，不整合面から上部であるつさらに，泥岩中から産出する化石も，鮮新世の地層である

ことをしめしているむ

中頓別居中にみとめられる介殻石 11<層は，中ノ川から北部地域にた達しているの基底か

ら， 20~50m ，および 160~200 m の二つの層準のところにあって，下部のものは， 10m

以下，上部は 15~40m の厚さをしめしているの

これまでにのべたような，北部地域と市部地域の岩相の極端な相違は，この地層堆積当

時の基盤の形態を反映しているものであって，当日 !j= の海底古地形および海域の広がりを考

察する上に，注目しなければならぬ状態であろう。
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10)， 2;1) 牢

中頓別居は，中新世・稚内階下部に属する地層であると報告されてきたのその理由とし

ては，中頓別層の見掛上の分布状態が，モベーチャン層の硬質頁岩の下位にあたり，また，

介投打灰層からj;~t1 1する化石のうち， Pectinidae の一部が小新世示準化石に類似してい
10) ,2'1)
る，などの ir，I;~ を指摘している。しかし，モベーチャン層と中頓別居とは，あきらかに斜交

不整合関係をしめし，中頓別屑から産出する化石は，滝川|一本別化石動物群集である。し

たがって，中頓別府は鮮新世の地層であることはあきらかである。

化 行: 中頓別!再から産出する化石は，南部と北部で，その種属がややちがっている。

市部地域の斥 11\化イ jは，つぎのものである。

Yoldiasp.

Venericardiasp.

Lucinomaannulata(REEVE)

Patinoj うecten sp.A.

Clinocarbiumcali/orniense(DESHAYES)

Sρ isula voyiGABB.

Macoma0ρtiva (YOKOYAMA) 多産

Macom αsp.

Myacunaie/ormis(BOHM) 多産

Turritella/ortilirata(SOWERBY) 多産

店藻煩

.xY.-( 安値物

これらの化石訴は，一般に，滝川一本別化行動物群と呼ばれる鮮新世示準化石併に，ほ

ぽ相当している η なお，この南方延長部の，音域子府[Xl iii両内の本 111lt 日Ij層からは，

El ρhidium oregonenseCUSHIMAN & GRANT, Angulogevinako.kozuraensisASANO,

BUfcella/rigidus(CUSHIMAN) , Epistominellapulchella(HUSEZIMA& MARUHASrIl)

などで代表される併新 Ilf: 有孔虫化行群が産出している。

」ヒ部地域からは，っき、、の化石を産出している。

yoldiasp.

Patino ρecten (ρα tina ρecte!!) nakatombetsuensisAKIYAMA 多産

*“今西 茂(1953) : 宇津内層群について，北地要報 22 号"の中では，中頓別居担当

の地層を鮮新世と考えているが，その後中新世稚内階の地層として坂扱っているようで

あるつ(橋本Rによる)
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P.(P.)hashimotoiAKIYAMA 多産

P.sp.A 多産

Chlamysswifti(BERNARDI) 多産

c.Sp.

Lucinomaannulata(REEVE)

MacomaSp.

Mo ρtiva (YOKOYAMA)

Myacunaieformis(BOHM)

Nφtune α arthritica (BERNARDI) 多産

Balan ωgen. et. spindet. 多産

この化石群は， Pectinidae で代表される特異な群集であって，北海道では，ほかに例が

みられない。なお，貝殻石灰層中には， PectinidaeNeptuneaBalanus がとくに豊富であ

る。

層 厚: この地層は，南西部地域で上位に小頓別居が呆重しているほかは，この地域

の新第三系最上部の地層なので，上限は，削られている。

南西部地域では， 280~340 m の層厚さをしめしているが， 北部の平賀内川流域では，

230m ていどの厚さである。

3 小頓別層

1962 長谷川潔ほか: 小頓別層

模式地: 八号沢と長屋沢沢口とのほぼ中間地点の崖。

分布: この I~ 幅の南西部地域にだけ分布し，長屋沢によく露出している。

構造: N20oW~N15°E の走向をもった向斜構造がみとめられる。傾斜は， 12° ........,

20° の緩傾斜である。

関 係: この地層は，偽層層理のいちじるしい粗粒岩相の下限を境として，中頓別居

と区別したものであって，地層は漸移している。

層 相: 細粒喋岩，喋質砂岩，砂岩などの不規則互層であって，ときに泥岩をはさん

でいるわ全層を通じて，偽層層理の発達がし、ちじるししまた，乱 Jw.積状の岩相もみられ

る。組しようで軟弱な岩相である r

浮イj喋や火山岩片をかなりまじえて凝灰質である。それぞれの構成岩の岩質は，下位の

中頓別層の同質岩とほぼ同じである。

露頭の風化面には，褐鉱鉄の黄褐色の縞日や薄層が形成されている。
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この地層は，構成岩相の状態からみて，極浅海成~沿岸成の堆積層である。

化石は，産出しなかった。

層 厚: 長屋沢附近で 350m 以上の厚さをしてしている。

III.2.3.2 東翼部地域の新第三系
22)

1 枝幸層

1962 小山内照ほか: 校卒層

模式地: 歌登の 4 線ノ沢流域。

分 布: ケモマナイ川上流地域，パンケナイ川中・下流流域， 4 線ノ沢および、オムロ

シュベツ川流域などの地域を広くおおって発達しているの

構造: 大局的には， NNE-SSW 方向に延びた大きな向斜構造に支配されている。

さらに，この向斜構造の内部で，由隆構造や盆状構造および局地的な背斜・向斜構造を形

成している。地層の傾斜はlO C~25C で緩い。

関 係: 日高累層群および歌登層群を，巨礁をふくむ基底喋岩層をともなって，不整

合におおっている。

岩質・層相: 機岩・礁質砂岩・砂岩で構成され，泥岩および凝灰岩をともなっている。

また，一部では，基底部に玄武岩の熔岩が発達しているつ

喋岩の中には，局部的に基性安山岩の礁がひじように卓越した，火山性蝶岩が発達して

いる。泥岩中には，細喋・浮石片・炭質物・植物化石・レンズ状の亜炭層などをともなっ

ている。

この地層は，全層を通じて，喋岩・磯質砂岩および粗粒~細粒砂岩などの，不規則な互

層で構成されている。上部には，わずかに泥岩を介在しているのまた全域にわたって，ほ

ぽ同じような層相をしている。兵安 }I I tl::l流で、は，歌設層群をおおって，角喋凝灰岩・集塊

*岩および火山性礁岩などをともなう，玄武岩熔岩が発達している。

枝幸層は，枝幸図幅地域では 5 つの岩相に細分されている。岩相上から，この図幅地域

のものと対比してみると，枝辛図II屈の基底相・下部十目にほぼ相当する部分だけが，図幅内

に分布しているようである。

なお，南東部の旧歌登鉱山附近に発達する校卒層は，いちじるしく珪化され，ひじよう

に堅硬な岩相にかわっている。

化石: 上部の泥岩中から，双子葉植物で産出している。

層 厚: この地層は，向斜構造の西翼部の，オムロシュベツ }!I では 220m十，東翼部

* 岩石の顕微鏡観察については，あとでのベる。
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のパンケナイ川で 280m+ の厚さをしめしている。

2 本幌別層

1962 長谷川潔ほか: 本幌別層

模式地: オムロシュベツ川下流

分布: 模式地附近から右支流地基にかけて分布しているの

構造: NE-SW 方向に延び、た向斜構造を形成し， 6°~ 1O°緩い傾斜をしめしてい

る。

関 係: 歌登層群・枝幸層および金駒内熔岩などの上に，不整合に果重している。

岩質・層相: おもに棟岩・喋質砂岩・砂岩などからなり，わずかに泥岩をはさんでい

る。向斜西翼の基底部には，集塊岩や火山性喋岩が発達している。

礁岩の礁には，日高累層群や歌登層群から供給されたと考えられるもののほかに，瞭岩・

砂岩・泥岩・凝灰岩などの枝幸層から由来したもの，および角閃石石英安山岩・現璃質安

山岩・複輝石安山岩などの火山岩類が多いっとくに石英安山岩・凝灰岩・斑璃質安山岩な

どを特徴的にふくんでいる。

集J鬼岩は，黒っぽい凝灰質集塊岩であるのまれに熔岩状岩相部もみとめられるの角礁は，

拳大以下のものが多いが，まれに人頭大以上のものを合んでいる。ところによっては，亜

円喋が卓越して火山喋岩相となっているの熔岩や集塊岩の礁は，いずれも紫蘇輝石・普通

輝石安山岩であるつ

この地層は，全層を通じて，磯岩・喋質砂岩・砂岩などの不規則互層で，偽層が発達し

ているのまれに，泥岩をはさんで、いるの地域的に層相の変化がいちじるしいの

集塊岩は，オムロシュベヅ川下右沢で， 40m ていどの厚さで発達しているが，ここから

南北両方向にむかつて， しだいに薄くなると同時に，岩相も火山際岩相にかわっている。

中頓別 l'6l幅では，音威子府図 l幅地域の下部伺に相当する部分だけが発達している。また，

音威子府図幅地域にくらべて，喋質岩相が多くなっている。

化石: 砂岩や泥岩から，双子葉植物が産出している。なお，音威子府凶幅では，滝

川~本別化岩動物群が産出している。

層 厚: オムロシュベツ }I! で， 90m 以上の厚さをしめしている。

3 ペンケ層

1961 酒匂純俊ほか: ベンケ層

この地層は，南東隅のパンケナイ JI 日 II 口および 3 線附近に小規模に分布している。なお，

標式的には，隣接の乙忠部 1'6l幅内に発達している。
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枝幸層の上に不整合関係で累重しており，地層は，はぼ水平である。

地層は，瞭岩と粗粒~中粒砂岩の偽層状不規則互層であるのひじように軟弱であって，

磯質岩相は，段丘堆積層と区別することは困難である。

喋岩の礁は，径 10cm 以下の亜角礁が多い。喋種は，枝幸層の瞭岩の構成礁とほとんど

変わらない。

層厚は， 4~5m である。

III.2.4 第四系

図幅地域の第四系は，現河Jl I vこそって発達し，洪積世に合められる段丘堆積物，松音知

岳山麓に発達し，洪積凹.~沖蹟世と考えられる崖錐堆積物，沖積世に堆積し，氾濫原や河

j本を構成する沖積層の三つに区分されるの

III.2.4.1 段丘堆積物

図|隔地域の段丘面は，頓別 III ・兵安 III ・ l院別川およびパンケナイ川などの河岸に発達し

ているのこの段正面は， 40~100m 面および 20~30m 面の二つである σ したがって，堆積

物は高低二つの面で区分され，高いものを第 1 段丘堆積物，低いものを第 2 段丘堆積物と

し fこ。

第 1 段丘堆積物は，頓別川および兵安Jl I 下流地域で追跡されるが， I幌別川やパンケナイ

川流域，および頓5] 1川|・兵安川上流地域ではあきらかでない〔ー )cj ， 第 2 段丘堆積物は，

比較的連続して発達しており，それぞれの河川沿岸で追跡される。

第 1 段丘堆積物および第 2 段目;堆積物は，ともに喋・砂・粘土からなり，両者の問で礁

の構成や層相のちがいはほとんどない c 礁の大部分は下位の地層から供給されたものであ

る。局部的には，粘土層やや厚く堆積している場合もある。

III.2.4.2 崖錐堆積物

ここで皇錐堆積物としたのは，紅、音知岳・敏古生IJ岳の山麓斜面，および凶幅東南隅の安

山岩熔岩で構成される山地斜面を，それぞれ構成している堆積物であるのともに，山体を

構成する熔若から由来した岩塊と，これを埋める砂・粘土からなってし，、るめまた，それら

の中には，熔岩噴出にともなった火 I !J掲出物もふくんでいるようである c 一般に整層状態

はみられず，雑然、とした分級の悪い堆積相である c これらの堆積物の形成時期は，洪積世

以後で，一部は，沖積世にもおよんでいると考えられるの

III.2.4.3 沖積層

現在の河!ょや氾 j監原を構成する堆積物で，砂・棟・粘土からなっている。この図幅では，

とくに幌別川および頓別川流域で，広い沖積地を構成している。
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III.2.5 火成岩類

I~IIJ 白地域の火成岩類は，日高累層群・歌笠層群および蝦夷層群などの先第三系分布地域

に道入しているものと，新第三系の基底部を構成したり，あるいはおおっているものなど

の二つに大別されるつここでは，前者を占期火成岩・ 1走者を新期火成岩として区別したの

しかし，先第三系分布地 j或に発達しているものの内にも，岩質からみて，新第三紀に道入

したと考えられるものもあるのこれらはし、ちおう，新期火成岩にふくめたっ

111.2.5.1 古期火成岩類

ここで古期火成岩類としたのは，先第三系分布地域にた達するもので，ポロヌプリ層の

主要構成層の輝緑岩煩，あとからのベる古い地質構造と関連があると考えられる蛇蚊岩・

角閃岩および、小さな岩 1眠状の扮岩である。

*1 輝緑岩

まえにのべたように，ポロヌプリ層はおもに輝涼宥やスピライトなどの緑色岩で構成さ

れている。このうちには，集塊岩状の部分をもちあきらかに熔岩と考えられるものや，粗

粒な岩相をしめし，岩1眠状のものもある。しかし，両者の産状を厳密に区分して追跡する

ことは困難であるつここでとりあげたのは，普遍的にみられる岩相で，凝灰岩質のもので

はないのこのような輝結岩は，ポロヌプリ層ばかりでなく，上位の地層 L-Pにも危達している

が，岩十日・岩質ともにポロヌプリ層中のものと大差はないっ

暗緑色を呈し，粗粒のものや細粒のものがみとめられる。一般に粗粒のものが多い。肉

眼的には斜長石の斑品だけがみとめられる。

顕微鏡下で、は，透輝石質普通輝石と斜長石がオフィテック構造をしめして組合っている。

そのほか少量のチタン鉄鉱をふくんでいるの輝石は，一部が緑れん石や角閃石に変わって

L 、る。

2 蛇紋岩

この地域に発達する蛇紋岩ィ土，日高累層群分布地域にだけみられる。いずれも，勇断帯

に平行に道入した小岩体で，大きな岩体はみられない。

日高累層群の西側の部分に道入しているものは，いずれも南北の方向性をもち，東部地

域では，南北から東西に笥曲した方向性をもっているつ一般に，油Ij日状光沢をもち，いち

じるしく葉片状化や粘土化しているの塊状の岩体はみられないっこのことは，勇断運動に

ともなって近入し，その後も構造市として運動が行なわれたことをしめしている。

蛇紋岩の近入時期は，ほとんど同ーの性格の構造線にそって近入していることから，ほ

*地質図で、は，地層と一括して塗色 L，別に区別はしていない。
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ぼ同一時期の注入と考えられる。その時代は，自主系堆積後古第三系堆積前と考えられる。

3 輝線岩質角閃岩

この岩体は，図Ipg北端の尻鮭川から平賀内川にかけて，南北住の構造線に平行に，岩脈

状の小岩体でポロヌプリ層中に注入している。日吉椋色を呈し，斑紋状の斜長石斑品がみと

められる岩石である。

顕微鏡で観察すると，輝緑岩が原岩である c 原岩が曹長石・緑れん石岩に置き変えられ，

さらにこの中に長柱状の角閃石が形成されている。角閃石の配列は弱し、方向性をしめして

いるの角閃石は， x= 市褐色， z= 淡緑色の多色性を示している c そのほか少量の石英・チ

タン鉄鉱・ぶどう石をふくんでいる c

4 劫岩

この岩石は，兵安川中流部およびオムロシュベツ川上流などにみられ，歌登層群および

ベーチャン層群を貫いている。いずれも，幅 1 m---5m ていどの小岩休である。一般に地

層の層理と平行に，道入している。灰白色を呈し，堅硬繰密な岩石で，肉眼的には，ほと

んど斑晶がみられない。

顕微鏡下では，斜長石の斑品のほかには，石英がわずかにみられるだけで，有色鉱物は

みられなし、。また，石基も粒状の斜長石で占めている。岩石全体が，かなり炭酸塩化作用

をうけている。

III.2.5.2 新期火成岩類

新期火成岩としたものは，熔岩状および岩脈状をしめし，いずれも火山岩類である。岩

脈状のものの近入位置は，日高累層群・歌登層群および版夷層群の分布地域や断層帯であ

る。しかし，あきらかに新第三紀に噴出した熔岩煩と岩質的に近似性がある。したがって，

これらの熔岩と類縁関係にあるもので，第三紀に近入したものと考えられる。また，熔岩

状のものは，枝幸層の基盤を構成するもの，枝幸層をおおうもの，および松音知岳を構成

する熔岩などで，新第三紀中新世以降の噴出物である。

1 玄武岩岩脈

兵安川中流やオムロシュベツ川上流には，歌登層群および日高果層群を貫ぬいて，幅 5

m 以下の小岩脈が発達している。いずれも暗灰色を呈し，鰍密堅硬な岩石で，肉眼的に斜

長石の徴斑品および沸石のボールがみとめられる玄武岩である。

顕微鏡下では斑晶は，斜長石・かんらん石・普通輝石である。かんらん石は，大部分が

緑泥石・炭酸塩鉱物に変っている。

石基は，斜長石が填間構造をしめしている。斜長石の聞を，緑泥石が埋めている。その

中の一部には，輝石のレリックがみられる。
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この岩脈の注入時期は，あとからのベる校卒層の基民部を構成する熔岩と，まったく同

じ岩質・岩相であることから，熔岩と，ほぼ同時期に進入したものと考えられる。

2 安山岩岩脈

安山岩岩脈は， (A)藤井ノ沢流域， (B)茂兵知安JII上流および (C) ケモマナイ川上流な

どにみとめられる岩休である。

(A)の地域には，四つの岩体がみられるが，いずれも，蝦夷層群を貫ぬいている。その

うち，藤井ノ沢支流にみられる三つの岩体は，淡灰色を呈し，肉眼的に石英・斜長石の斑

品のみとめられる岩石で，含:[j英紫蘇輝石普通輝石安山岩である。

顕微鏡で観察すると，斑品は lmm士の紫蘇輝石と普通輝石および石英であるの紫蘇輝

石の周辺には単斜輝石の反応がみられる。石基には，針状の斜長石と単斜輝石・緑泥石が

みられる。破璃基流品質構造をしめしているの少畳の石英をふくんで、いる。

また，本流右岸側の 246m 山を構成するものは，黒色の撤密細粒岩石で，斜長石の徴斑

品が，わずかにみとめられるわこの岩石は角閃石安山岩である。

斑品は， O.5~1 mm の角閃石と斜長石である。角閃石は x=淡褐緑色， z=褐緑色の弱

い多色性をしめしているのまた，オフアサイト緑が発達している。石基は填間構造をしめ

し，斜長石・緑泥石からなっている。

(B) 茂兵知安川上流で， モペーチャン層と H 高黒層群との境界の断層帯に道入してい

る。肉眼的には，暗灰色の基質に斜長石斑品がみとめられる，紫蘇輝石・普通紫蘇輝石安

山岩であるの顕微鏡下では，有色鉱物のまったくみられない岩相もあるが，いずれも同一

岩体のもので，局古 II的に岩相が変化しているものと考えられる。

(C) 問ノ川層を貫ぬく小岩体で，鰯色を呈し，粗粒な岩石で，斜長石の斑晶がみとめ

られる。また lite 理構造が発達している。基質はひじように球璃質のもので，現璃質安山岩

に属する。

3 枝幸層基底部の玄武岩質熔岩

兵安川中流部で、は，歌登層群をおおって，校卒層が発達している。その基底部には，玄

武岩がみられる。これは，歌登層群を不規則な境界でおおっており，板状の節理が発達し

ている。岩体の形態はあきらかでないが，集塊岩状の部分や，角球凝灰岩などがみられる

ことから，熔岩と考えられる。

岩質は，まえにのべた玄武岩宕脈とまったく同様である。

4 金駒内熔岩

この熔岩は， I司幅南東部のパンケナイ川下流の東方山地および，オムロシュベツ川下流

の北方山地に分布している c 模式的には，オムロシュベツ川下流部に露出している。いず
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れの地域でも，枝幸層をおおっている。

この熔岩は，枝幸図幅内に広く発達しており，東部山地のものは，校卒凶幅内の熔岩の

一部である。また，オムロシュベツ川のものは，東部III地のものとまったく同質である。

岩石は，角閃行行英安山岩が主体であるが，岩相の変化がはげしく，外観が熔岩状のも

の，角居者凝灰岩状のものなどがみられるのまた，真珠岩や熔結凝灰岩(石英安山岩質)な

どが顕微鏡的に識別される。いましば蛋白石や璃瑠をボール状にふくんでいるのオムロシ

ュベツ川北方の岩体では璃瑠を採摘したようであるの

5 ウエンナイ熔岩

この熔岩は，枝李図IIJffi地域に広く会達しているもので， 111頓別図幅では，その一部が，

ウエンナイ川上流地域にわず、かに分布しているの校卒凶幅では，あきらかに枝宰層や金駒

内熔官をおおって発達しているの

一般に， [官灰色または漆黒色を呈し，科長石の斑品がみとめられる，持通蹄石・紫蘇輝

石・斑璃質安山岩であるわ局部的な岩相の変化がみられ，両陣石安山岩となっている。流

理構造が発達していることが多い。

6 松音知岳火山噴出物

松音知岳は， 3 種類の熔岩で構成されており，一種の整層火山と考えられる。また， 予

れらの熔岩を貫ぬく小岩脈がみとめられる η したがって，松吉夫II岳形成の活動は， 3~4 期

にわたって行なわれたようである。

第 1 期熔岩一一松青矢口岳の北東山麓に発達する熔岩である。兵安部治両方の小沢中に露

出しており，松音知岳の基底熔岩と考えられるものであるつ新鮮なものは， ?炎緑灰色を呈

L，徴密堅硬であるが，風化すると黄褐色に変色しもろくなっている。肉眼的に ， !T4長石

の徴斑品と長柱状の角閃石様の斑品がみとめられる，角閃石安山岩である。この熔岩は，

モベーチャン層をおおっており，また，鮮新世の中頓別層中にも棟、粒として混在していな

い。したがって鮮新世以降の噴出物である(

第 2 期熔岩一一ーこの熔岩は，山体の西部および北部に発達している。藤井ノ沢上流で模

式的にみられ，蝦夷層群をおおっている。暗灰色を呈し，組粒で斜長石の大きな斑品の目

立つ岩石であるの藤井ノ沢では， N50コ w ・ 35° NE の板状節理が発達している。この右石

は，やや変質した輝石安山岩である。

斑晶は， 1~2mm の斜長石と緑泥石化した輝石様の鉱物からなっている〔石基は，長柱

状斜長石がインターサータル構造をしめしている η 斜長石の問は緑泥石が埋めている。

第 3 期熔岩一一山頂部を構成する熔岩である。淡青灰色を呈し，七.英および斜長石の大
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きなHI品をみとめられる--般に脆弱で，風化していることが多し、。この店行は石英安1[1

岩であるハ山頂部を構成するものの内には，このほか，ネパ夕、、イト質流紋ねもあるようで

あるが，分イjiがあきらかでないっ

斑品は， 1~2mm の斜長石である。有色鉱物はみられなし、のまた O.5mm士の石央が少

量みとめられるの石基は，針状の斜長石と石英が珪長岩質構造をしめしているの燐灰:t~i を

ふくみ，炭酸塩鉱物が形成されている n

松音知店は，以上にのべた熔岩の噴出によって形成されているが，そのほかに，第 2 期

熔岩を貫ぬく，ぷ武岩質安山岩の小岩脈が藤井ノ沢でみとめられる c したがって，右脈近

入の活動が第 2 期以降に，日Ijにあったようである c

111.3 地質構造

III.3.1 地質構造の要素

この凶幅地域の構造要素は，摺山構造と断層構造で去現されている。

摺曲構造は，日高累)首群から新第三系の地層まで，背;f~↓や向糾構造としてあらわされて

いるつしかし新しい地層ほど摺 [Hi が単純になっている c 一方日高累層群や敢な屑群には，

地周の逆転構造が普通にみとめられ， )品摺曲の状態をしめしているようであるのこれらの

摺曲は，あとからのべるように，南北およびこれと斜交する二つの方向性がみとめられる。

図幅の西部地域で、は，ほとんど南北の五向性をもっているの東部地域の校卒屑にみとめら

れるドーム状や盆状構造は，校卒層堆積当時の基盤の形態を反映しているもので.西部地

域や北東地域の摺 1111 構造とは質的にことなるものと考えられる。

断層構造は，規模の大きさによって，次のようにわけられる。

I 大きな勇断帯をつくっており，蛇紋岩や角閃岩などの注入をともなっているものC

このうち大部分は，岩層の分布や地質構造から，衝上性断層と考えられるものであるの

II I の断層部が， 後期に再活動したもの，これはモベーチャン悟堆積後および中頓別

層堆積後の 2 期にわたって活動したと考えられる断層である。たとえば，ポロヌプリ層と

モベーチャン層・中頓別層などとの境界の断層帯は，まえにのべた I の断層と，まったく

同じものや， I の断層に収紋しているものなどがみられ， しかも，蛇紋告がこの断層滑に

分布していることから，再活動と考えられる。

III 地層の分布や構造の不連続線となっている断層で，地塊運動の結果生じたものと考

えられる打たとえば l司 IIJ百北端のべーチャン層群とウソタン層群の境界断層などは代表的な

ものである η

これらの三つの規模のものにも，それぞれ南北方向と，これに斜交する東西に近い方向
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性のものがみとめられる。

III.3.2 地質構造の方向性

市北の方向性は，国i隔の西部地域の摺曲および断層構造にそれぞれ表現されており，次

のような例があるの

(1) 日 高泉層群のうち，西部の構造は，ほとんど南北性の走向をしめしている c 断層で

こわされてはいるが，推定される摺曲軸も南北方向である。さらに，蛇紋岩や角閃岩の注

入方向，鈎{断 r肝や街1::断層なども，南北性である。

(2) 歌校屑昨中にも，南北性の走向や摺 rill 軸がみとめられる。

(3) 蝦夷同併・ i!Itt J}lj 層群・新第三系は，いずれも南北性の走向をもち，摺曲・断層など

も， I礼|仁性が強調されている。

次に，市北の方向性と斜交する東問に近い方向性は，厳密には， (A)NS~N 20ー E から，

次第に湾内し N70° E~EW 方向に移りかわるもの， (B) 直線的に N70 コ ~80° E および N

30ー W~70° W)j 向をしめすものとがある。

(A) は，摺山構造と断層構造が密接な関連をもっているが， (B) は，ほとんど断層構造

だけで表わされている n また (A) は，おもに日高累層群中にみとめられるが， (B) は， 白

望系の地層中にも発達している。

(A) の代去的な例は，

(1) 東部地域の H 高累層群の走向は，南部では NS 方向であるが，北東部になるほど，

N50cE~EW にかわっている。

(2) 日高黒層群の，それぞれの地層の分布状態から推定される摺曲構造も， (1) と同様な

管山した構造をしめしている。

(:1) 東部の口高県層群中には，蛇紋岩をともなう勇断吊:が 2 帯発達しているが，これも，

(1) と同様な方向性をもっている。

などである。

また (B) の例は，

(1) まえにのべたべーチャン層群と，ウソタン層群の境界断層は， N700~80° E 方向で

ある。

(2) 8 高累層群の分布地域の南部では， N30o~70° W 方向の断層が多数発達しており，

南北性の構造と斜交している。

(3) 両部地域の蝦夷層群 IIJ にも， N60oE~EW 性の断層がみとめられる。

などである。
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以上のべたことから，南北住と斜交する構造のうち， (A)にあげた NS から EW に響曲

するものは，摺曲構造と関係するもので， (B) とは，生成の性格や，時代がことなること

が推定される。つまり， (A)は南北性の主要構造が発達する過程に，偏庄をうけながら，

派生した断層群と考えられるのこれに反し(B)は，地塊運動により生じたもので， (A) より

後期に，形成されたものと考えられるの

III.3.3 構造運動の時期

摺曲構造についてみると，

(1) もっとも単純な摺曲構造は， III 頓別層・本幌別層・小頓別層などにあらわされてい

る。これは一つの向 j斗からなり立っていて，中頓別層などの鮮新世の地層堆積後に，形成

されたことがあきらかである。

(2) 中新位の地層中には，兵安川の中ノ川川口付近のモペーチャン層にみられるように，

(1) の構造とは無関係な， 1 背斜構造がみとめられる σ したがって，モベーチャン層堆積後

に，すでに摺尚をこうむったことになるの

(3) 蝦夷層群中には， (2) の摺山よりさらに複雑となり， (1) や(2) とは無関係な摺曲構造が，

多数発達している。このことは，白望系堆積後に，大きな摺曲運動のあったことをしめし

ている。

(4) 日高累層群には，白室系以後の地層にみられるような摺曲構造、は，識別できなくな

っている。わずかに，地層の分布から背斜や向斜が推定されるだけである。また，日高累

層群はまえにのべたように，大部分が過摺内状態をしめしているのこのことは， (3) の摺曲

以前に，すでに摺曲をこうむっていたことをしめすものである。

といった理由から，この地域には，少なくとも 4 回の摺曲運動があり，古い摺曲ほど相乗

作用によってより複雑化したことがうかがえる。歌登層群にみられる摺曲構造は，背・向

斜が残されていることから日高果層群中の摺曲とは異質であり，蝦夷層群のものと近似性

がうかがえる。したがって， (4) の摺曲の時期は，歌登層群堆積前と考えられる。

次に断層運動の時期についてみると，

(1) 鮮新世の地層は，南北性の断層で切られている。たとえば，図幅南部の石炭沢上流

および北端の尻無!I I ・平賀内川支流などでは， NNW~SSE 方向の断層で下位の地層と接

している。 (2) 中新世の地層は，兵安川でみられるように， NNW~SSE 方向の断層でポロ

ヌプリ層と接している。しかし，この断層は鮮新世の地層には影響がみられない。

(3) 白望系およびジュラ~下部白室系の地層は，南北および東西性のいろいろな断層で

転移しているが，中新世以降の地層には影響していない。
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(4) 白望系と日高泉層群の断層構造には，大きな差異がみられる。このことは，自主系

堆積前にすでに断層運動があり，それが (1) ， (2) , (3)などによって強調されたためと考えら

れる。また，摺曲運動にも，白主系堆積前の運動があったことから，この時期の断層運動

が推定されるの

このような点から，まえにのベた摺曲運動と同慌に， 4l司の断層運動が推定され，摺曲

運動の時期と一致がみられるのこのうち， (1)および(2)にあげた例は，まえにのべたように，

(3)の再活動であるの

以上を総括すると第 111ヨのようになる。

なお，第 11 凶の E期の構造運動は，次のような理由から，さらに，二つの時期にまたが

るものである。

動期運造造構
摺曲 断層 火成岩

群累層高日 歌 蝦頓 主 そぺ体慨頓中 E骨上 I量雲m 性西臨ロプ
岩紋蛇岩紛 宕武玄崎岩配‘

熔岩岩女山時 代 登夷別 l 頓

層層層幸層1一:18 1J別日 IJ 角閃岩 岩輝緑 山宥安
群群群層 層層層
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(1) 中頓別問幅の北西地域には，宇津内宮と呼ばれる古第三系の地層が分一布している。

(2) ところが，巾頓別悶幅地域には，まったく琵達していない。

(3) したがって，古第三系の堆積後に陸化・削剥が行なわれ，造構造運動のあったこと

があきらかであるわ

このような点から， I期構造運動は (A) 白望系堆積後 宇津内層堆積前， (B) 宇津内

層堆積後 新第三系堆積前 σ の 2 つの構造運動の総和と考えられる。

III.3.4 地史的考察

前にのべたことがらから，地史的に，この地域の構造を考察する。

I 期(日高累層群堆積後一一歌登層群堆積前)

すでに摺曲が発達し，またのちに，地域的な構造差を発ε主させる要因となった，断層に

よる転移が推定される。この時期の主要構造の方向性は，図幅地域が日高帯の西側にあた

ること，乙忠部図幅の古期火成岩の配列で日高果層群の構造が南北性であること，白宝系

の堆積盆は南北の万向性と考えらるれこと，などからすでに南北性であったと考えられる。

また，この時期は，凶幅南西の天塩中川図i隔地域で，宮古世の下部蝦夷層群下底が，大き

な不整合で空知層群をおおい，その間に造構造運動がみとめられている時期と一致してい

るの

IIA期(自主系堆積後一宇津内層堆積前〉

I 期に発生していた南北性摺曲が強調される時期であるわしたがって，もっとも大きな

変動が行なわれたらしいのつまり，円高架層群や歌登層群は過摺曲状態まで変形し，蛇紋

岩・角閃岩の導入をともなう大きな勇断帯がつくられ，一部では，勇断帯にそって衝上性

断層が形成された。この時期の主要構造は，白望系にのこされている南北性である。しか

し図幅の東部で、は，この主要構造から派生して響曲した構造が琵達し，衝上);-の寄せあつ

めができあがった。このような構造の分岐点は， I 期につくられた構造(とくに断層構造)

が反映しているものと考えられる。

lI B 期(宇津内層堆積後一ーモペーチャン層堆積前)

この時期には，フロック単位の変動が大きく， N70o~80° E および N 300~N 70ー W な

ど南北性主要構造と斜交する断層が形成された。

III 期(モベーヂャン層堆積後 一中頓別層堆積前)

前に形成された衝上断層と，ほぼ同じ面でふたたび活動し，その面にそって，安山岩岩

脈などの道入が行なわれた{また摺出は， IA 期と同様に南北の方向性をしめしているが，

規模は小さくなったようである c
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IV 期(中頓別層堆積後)

E 期と同じような運動の繰返しであるが，さらに規模が小さくなっている。

III.4 構造区分

これまでのべたことから，この地域の構造を区分すると，次のようになる。

(1) 西部摺曲帯: 蝦夷層群・頓別層群および第三系で構成され，南北性の摺曲構造が

発達する地域である。

(2) 西縁衝上帯: おもにポロヌプリ層で構成され，南北の方向性をもった，衝上断層

ー一一勇断帯一一および蛇紋岩・角閃岩の道入で特徴づけられる。この構造帯は，まえにの

ベた E期および IV 期の運動で，再活動している。

(3) 中央向斜帯: 歌登層群・モベーチャン層からなり， (2) および (4) の問に落ちこんだ

形をしめしている。歌登層群堆積前から，もともと向斜一一地溝的な性格をもっていたも

1:背・向斜軸 2: 推定背・向斜軸 3:断 層 4: 衝上性断層

5: 第 IV期 6: 第 E 期 7: 第 E 期 8: 第 I 期 9: 西部摺曲帝

10:西縁衝上帝 11: 中央向斜帯 12:日高累層群北西翼部

13:衝上片集合帯 14:東部摺曲帯

第 12 図地質構造図
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のと考えられる。これが，西部地域と東部地域の構造差をつくった要因となったのではな

かろうか。

(4) 衝上片集合帯: 日高累層群で構成され， NS，.....，EW の方向性をもっている σ(2) と

同様に蛇紋岩をともなう勇断帯 衝上断層が発達し， 3，.....，4 の衝日 iが寄せあつめられて

いる。この中には， I 期の摺曲のなごりがみとめられる。

(5) 日高累層群北西翼部: (1) の中に推定される背斜の北西翼部にあたり，東同性の地

塊的な断層で落ちこんだ部分と考えられる。

(6) 東部摺曲帯: おもに新第三系からなり，堆積当時の基盤の形態をしめすような，

半ドーム状・盆状構造と，ほぼ南北性の単純な摺曲がみとめられるの

IV 鉱産資源

図幅地域は，明治から昭和にかけて，枝幸産金地として有名であった地域で，金・銀鉱

脈・砂金がさかんに採掘された。また，亜炭・石灰石・石材などの非金属鉱物資源の埋蔵

もみられる。

IV.1 金属鉱床

この地域の金属鉱床は，パンケナイ川下流および兵安川中流などにみられる金・銀鉱床，

日高累層群分布地域から流れる河川に発達する砂金鉱床，および平賀内川下流の磁硫鉄鉱

の鉱徴などである。

IV.!.1 歌登鉱山

この鉱山は，昭和 14 年に発見された金・銀鉱山である。昭和 18 年には企業整備によっ

て休山し，昭和 25 年に廃山となっている。

初期の開発は，北海道金山によって行なわれ， 昭和 6年から 10 年まで稼行されたよう

*である。その後昭和 15 年に住友鉱業に移り，鉱山名が歌登金山に変更された。

鉱山は，枝幸郡歌登町般家内のパンケナイJl IJII 口から約 3km 上流の東方山地に位置し

ている。

地質 鉱山附近は，枝幸層が広く分布しており，さらにこれをおおって金駒内熔岩

が発達している。鉱床附近には，瞭岩・凝灰質砂岩・泥岩などが発達している。この校卒

層を切って，ほぽ東西方向で、両立した破砕市がみられる。それにそって，かなり広い範囲

が珪化され，堅硬な岩質にかわっている。

鉱床一 破砕帯に注入した，合金銀石英脈である。現在は，露頭や坑道が荒され，鉱

*一部は長尾捨ーの談話を参考にした。
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脈の状能は観察できない。発表された資料によると，脈幅 20~30cm の石英脈が 10 数本

発達していたようである行坑道は，露頭から 60m 下の 7 号坑まで四つの坑道がある。 25

m から 40m までの間に富鉱部がみとめられ， 60m 以下では，鉱脈が貧化していたようで

あるの

鉱石は，自然金・輝銀鉱を主体とし，わずかに濃紅銀鉱・方鉛鉱がみとめられる。鉱石

品位は，平均で Au 15g/ton , Ag75~100 g/ton であるが，最高は Au 70g/ton であった。

採掘量は，北海道金山当時の数年間で，粗鉱として 1 万 5 ， 140ton ていどであったの

歌登鉱 III は，鉱石の金品位は高かったが，鉱床の規模が小さいので，数年間稼行された

ていどで，廃山となっている。なお，今後開琵される可能性はないものと考えられる。
27)

IV.I.2 枝幸鉱山

枝一宇鉱山は，兵安川中流の i在ノ沢に位置し，現在は1ft頓別Ii]街から兵安川にそって，約

14km ほど車道があるわそれから鉱 [Ij まで約 5km は，ーノ沢にそって歩道があるていど

となっているの

この鉱山は，住友金属鉱山によって太平洋戦争前に稼行されたらしいが，現在は休 III し，

まったく荒廃しているわ

地 質←ー鉱床附近は，問ノ) II 層の1::部十日が発達しているの粘板岩 III に石灰宕・砂岩ーな

どをひんぱんに介在し， 一般に N 30o~60c E ・ 400~60° SE の走向・傾斜をしめしてい

る。また， N40υ~700W 方向の破砕市が多数発達している。

鉱床一現在は ， ~~ti Ji や坑道が荒廃してし、て，鉱脈の状態は観察できない。資料によ

ると，粘版記 Ip に網状の 0.1~0.3m ていどの石英細脈がみられ，延長は 10m ていどとさ

れている。鉱石は， fJ 然、金が主体である。品位は干均痕跡ていどであるが， まれに Au20

~30g/ton のものがあったといわれてるの

IV.1.3 その他の金・銀鉱山

f1 1寄累層群分布地域から流れる河川の流域には ， i票砂鉱床(砂金)が発達していたらし

く，荒廃したかなり大規模な砂金掘り跡が各地にみられるのしかし，現在ではまったく稼

行されていないわまた，尻無川下流には，珠丈岳層のチャート中で ， 1λj亘掛さくによる探

鉱が行なわれたらしい跡が残されている。

これらの報告資料は，まったくないので，詳細はあきらかでないの

*IV.1.4 磁硫鉄鉱鉱徴

中頓別市街地から約 lkm 北東の平賀内川橋附近に，磁硫鉄鉱床の鉱徴がみられたとい

キ 長谷川潔の調査にもとづく。
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われているのこの附近は，河床に自重系の零号沢層とした砂岩・頁岩層が露出し，沖積層

でおおわれている。地層は NS ・ 60° ，....，70W または E の定向・傾斜で発達し， しは.しば，

南北性の破砕帯がみられる。調査当時は沖積層でおおわれて，鉱床は確認されなかった。

鉱徴地の南や北にも同じ地層や破砕帯がみられるが，鉱徴はまったくみられない。したが

って，規模の小さなものと考えられる。

IV.2 非金属鉱床

IV.2.1 石灰石

この地域の石灰石鉱床は，日高累層群中のものと，新第三系中頓別層中のものとがある。

前者は，日高累層群のうち， 下部のポロヌプリ層および間ノ川層に，層状やレンズ状鉱体

で匹胎しているものである。そのうち，鉱量も大きく稼行の対象となるのは，兵安川下流

に発達する鉱床である。後者は，貝殻化石が化石礁状に密集した，いわゆる貝殻石灰で，

現在稼行されているの

1 兵安川鉱床

この鉱床は，兵1古川下流のガロー附近に露出している。鉱床露出地まで，約 14km は中

頓別市街から車馬道がある。

地 質一→ポロヌプリ層にふくめた輝縁岩・スピライト・粘板岩およびチャートが発達

し，鉱床はその中に層状およびレンズ状鉱体で介在している。定向はほぼ南北である。

鉱床一兵安JIIから中ノ川にかけて五つの鉱体が散在しているが，稼行の対象となる

のは，そのうち三つの鉱体である。石灰石の厚さは 50 m，....，30m ていどであり， 走向方向

に最大のもので約 3km，最小で 1km 連続していることが確認されているの

品 質 一石灰石はいずれも灰白色~灰色を呈し，微品質または顕品質の良質のもので

ある c 鉱体の下盤側ではチャートと互層状態をしめし，珪質となっている部分があるのこ

の部分は縞模様が発達しており，装飾用材として利用できる。分析結果によると，三つの

鉱休とも CaO 54 ;，{以上， MgOO.91 以上， Si020. 48 以下であるの

鉱量一一最大のもので 585 万 ton，最小のもので 175 万 ton であり， 3 鉱体合計 955

万 ton と概算されているの

この鉱床は， MgO がやや多いためセメント原料としては利用できないが，炭カル原料

としては充分な鉱量である。したがって，今後の開発が望まれているが，その際にはなお

精査が望ましい。
29).:め

2 担丘石灰鉱山(貝殻石灰)

この鉱山は，中頓別市街の北東約4km の地点に位置し，尻無川支流の採掘現場までト
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第 13 図 旭丘鉱山の貝殻石灰積込場

ラック道路が通じている。

現在，旭丘石灰鉱山株式会社によって，土壌改良材・飼料原料として露天採掘が行なわ

れている。

地質 中頓別層の傑岩・砂岩が発達しており，鉱床はその中に層状に介在している。

採掘現場附近では，南北性の走向と， 10つ~20C) W または E のゆるい傾斜で発達しているつ

l鉱山の南部には鐘乳洞がみられるつ

鉱床 中頓別層中の貝殻石灰層は，一般に 2 層準にみとめられる。基底部から 20~

50m および 160~200m 附近のものである。下部のものは 10m 以下，上部のものでは 15

-30m の厚さをしめしているつ鉱山で現在採掘している鉱床は，約 20~25m の厚さで発

達しており，上部層準のものと考えられる。この二つの層準は，中ノ川下流地域まで迫跡

されるが，南部ほど薄くなっているつ(第 9 図参照〉

品質 一般に I)く自~淡褐白色を呈し，粗しようである。局部的に堅硬な部分もみら

れる。貝殻化石が破砕され，畑片状になって密集したほぽ均質な岩本目をしめしているのと

きには，破片とならない化石を混えていることがある n また，鉱層の下盤では喋粒や砂粒

など、の異質物を混在している。

29).::0)

この鉱床の鉱量は，尻無川と平賀内川にはさまれた地域で， 1 ， 070 万 ton とされている。

しかしそのうち約 7 ヘクタールの地域は，天然記念物に指定され，採掘はできない。

この鉱床は，属天掘り以外の採掘は採算上不可能である。したがって，現在の採掘地附
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近以外の，上盤層が厚く発達する地域の開発は困難である。

IV.2.2 s£炭

図幅の南端部に発達する中頓別層には， しばしば亜炭層を介在している。石炭沢では，

炭層がやや厚くなり介在枚数も多くなっている。そのため戦前に，一時採掘されたことが

ある。石炭ノ沢附近では，中頓別層は，下位から 8 層に区分され，炭層は，そのうちの中

部の 2 層準に発達している。しかし下位層準のものは， 5-10cm ていどの厚さで砂岩中

に介在しているもので，夜行の対象にはならなし、。上位層準のものは，頁岩中に介在する

もので，最大1.3m，最小 30cm ていどの厚さをもち， 8 枚確認されている。しかし，こ

の層準のものも連続性がなく，膨縮がはげしい。炭質は木目が残っているていどで，低品

{立のものである。分析結束は，発熱量 4 ， 260 カロリー，灰分 27.1 ;:;:;であるの

IV.2.3 石材

道北地域は，一般に良質の石材に志まれていないが，この図III高地域には，石材の対象と

なる輝緑岩・スピ弓イト・チャート・石灰岩などが発達している。ことに兵安川下流部の

石灰岩鉱床には，装飾用石材として利用できるものもみとめられるのしかし，運搬径路を

考慮するならば，現在道路のある兵安川および尻無川下流域に発達する日高果層群のもの

だけが稼行の対象となる。なお，兵安川下流や頓別川では，道路敷石用として，川砂利の

採集が行なわれている。
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(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

ThemapareaoftheNakatonbetsusheetislocatedinthenortheｭ

rnpartofHokkaidδ ， betweenLat.44ー50'--45ー0'N andLong.142ー15'-ｭ

142ー30'E.

Bythetopographicfeaturestheareacanbedividedintothefolloｭ

wingfourprovinces:

(1) Centralmountainousprovince: Ridge-lines , 600to800maboｭ

vesea level, arewell developed , showinglargerelief. Geologically

thisprovinceiscomposedchieflyoftheHidakasupergroup.

(2) Hillyprovince: Thisprovince, composedofCretaceousand

Neogene-tertiary systems, ischaracterizedbygentlyundulatinghills

lowerthan200m.

(3) Terraceprovince: Thisprovincejsrepresentedbytwosteｭ

ppedterracesofleveltopographicplanealongrivers. Theterraces

arecomposedofPleistocenesediments.

(4) Alluvialprovince: Thisprovincecomprisesfloodplainsdeｭ

velopedinthedrainagebasinsofthepresentrivers.
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Geology

The geologic system of the map area can be divided as the

followingtableshows:

(Alluvium

Quaternary ~

IDiluvium

Cretaceous

(Kotobuki
I Formation

jRegozawa
UpperYezoGro 叩 i Formation

IKamitonbetsu
l Formation

MiddleYezoGroup

一一一一←一 Fault

Ichinosawa
Formation

TheHidakasuperoupconstitutesthebasementofthemap area.
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Bythefaciescharacteristics, itisdividedintothePechangroupand

theUsotangroup. Thesegroupsareinfaultcontact, butfromthe

geologicstructureandfaciesitisevidentthatthePechangroupunｭ

derliestheUsotangroup. SincethePechangroupyieldsfossilswhich

indicateJurassicage, itiscorrelatedwiththeSorachigrouprepresenｭ

tingtheupperfaciesoftheHidakasupergroup.

Thelowerpartof thePechangroup is markedlyvariable in

facies, butthefaciesof theupperpartislessvariableandmore

continuous. The P吾chan grupissubdividedinascendingorderas

follows:

Poronupuriformation: Itconsistschie 司y ofdiabaseandspilite,

intercalatedwithdiabasictu 妊， c1ayslate, sandstone, conglomerateand

limestone. Thefaciesisgenerallyvariable. Thelimestoneyieldsthe

followingfossils.

Pycno ρoridium lobatumYABE& TOYAMA

Sρongiomolpha nsp.

Manokawaformation: Itconsistslargelyof c1ayslate, intercaｭ

latedwithsandstone, chert, diabasictuffandlimestone. Thelower

partaboundsinintercalationsofdiabasictu 旺 and chert. Theupper

partisrichinsandstone. Theseintercalationsaregenerallydiscont ・

muous.

Hiraganai formation: Itconsistsessentially ofchert, rarely

intercalatedwithc1ayslateandtuff. Faciesisrelativelyconstantand

continuous.

Pankenaiformation: Theformationconsistsalmostentirelyof

clayslate, intercalatedwithasmallamountofsandstoneintheupper

part. Thefaciesvarieslittleverticallyorhorizontally.

TheUsotangroupisdistributedinthenorthernpartofthemap

area. Itischaracterizedbythenearlyconstantfaciesinthehorizon 句

taldirectionandbytherelativelycontinuousdistribution. Thegroup

canbesubdiviedintofivemembers , butonlythelowertwomembers

arefoundinthemaparea.

Naigawaformation: Itconsistschieflyofc1ayslateandchert,

intercalatedwithsandstoneandtuff.
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Jumondakeformation: Consistingalmostentirelyofchert, this

formationservesasagoodkeybed.

TheUtanoborigropisdistributedinthecentral-southarea. Itis

infaultcontactwiththeHidakasupergroupandispartlyoverlainby

theneogene-tertiarysystem. Thegroupconsistsofalternatingsandｭ

stoneandshale, oftenintercalatedwithacidictu 任 Unlike theundeｭ

rlyingHidakasupergroup, thisgroupischaracteristicallydestituteof

suchintercalationsasdiabase, diabasictu 百 and chert , andlithologically

itlooksyoungerthantheHidaka supergroup. Intheareaofthe

Otoineppumapsheetwherethegroup'ssouthernextensionislocated,

thegroupyieldsthefollowingfossilswhichsuggesttheageofAlbian.

Scabrotrigoni α imanishii NAKANO.

Trigoniaefr.kotoiYEHARA.

Tr.sp.

Pecten(Neithea)efr.morrisiPICTET& RENE

Naticacfr.imJ うortuna MAGAO.

TheYezogroupiswidelydistributedinthewesternpartofthe

maparea. Itconsistsofsandstoneandshale, andischaracterizedby

occurrenceofAmmoniteandInocerami. Bythefaciescharacteristics,

thegroupissubdividedasfollows:

MiddleYezogroup: Withinthemaparea, onlytheIchinokawa

formation , theuppermostmemberofthemiddleYezogroupisexposed.

Thisformationconsistslargelyof sandstone-shale alternation, with

frequentnodules.

UpperYezogroup: TheupperYezogroupinthemapareais

predominantly of argillaceous facies as represented by shale and

siltstone, butisrarelyintercalatedwithsandstoneandothersandy

materials. Bythefacies characteristics, it is subdivided into the

followingthreemembers:

Kamitonbetsuformation: Itconsistsofdark-graysiltstoneand

shale, rarelycontainingthin layers of andesitic tu 町 and nodules.

TheformationhasalmosthomogeneousfaciesandyieldsInoceramus

naumanniYOKOYAMA.

R吾gozawa formation: Itconsistsof conglomerate, sandtstone,

- 54-



shaleandtu 百; shaleispredominant. Distributionoftheconglomerate

islocalandlimitedtothebasalpart. Analternationoftuff , sandsｭ

toneandshalepredominatesinthemiddlepart.

Kotobukiformation: Itconsistsofdark-gray siltstone, rarely

intercalatedwiththinlayersoftuff. Thefaciesislocallysandybut

isgenerallyhomogeneous.

TheTonbetsugroupconstitutestheuppermostoftheCretaceous

systemofthemaparea. Itischaracterizedbytheoccurrenceof

fossilsranginginagefromUpperUrakawantoHetonaian. Sandstone

ispredominant. ThisgroupiscorrelatedwiththeHakobuchigroup

ofsouthernHokkaidδBy thefaciesitisdividedintotwomembers.

Kamikomaformation: Itconsistsof tu 百aceous sandstoneand

siltstone, thelatterbeinggenerallypredominant. Theformationyields

thefollowingfossils:

Canadocerassp., SCHMIDT

Gaudrycerasstriatum}IMBO,

HelciongiganteaSCHMIDT

InoceramusschmidtiMICHAEL ,

Ino.balticusBC)HM.

Hetarozawaformation: Itconsists ofsandstone, siltstoneand

tuff;sandstoneispredominant.

TheNeogene-tertiarysystem, unconformablyrestingontheaboveｭ

mentionedformationisdistributedintheeastandwestofthecentral

areawheretheHidakasuperoupandtheUtanoborigrouparedeveloped.

Itsfaciesandconstituentrocks di 百er markedlybetweentheeastern

areaandthewesternarea , whichindicatethestateofsedimentational

di 百erentiation theNeogene-tertiarysysteminthesetwoareas.

ThelowermostmembersoftheNeogene-tertiarysystemarethe

Mopechanformation(inthewesternarea)andtheEsashiformation(in

theeasternarea). TheMop 邑chan formationconsistsofconglomerate.

sandstone and mudstone. whereas the Esashi formation consists

almostessentiallyofconglomerate. Bothformationsyieldfossilsof

MiddletoUpperMioceneage. Theformationyieldsthe following

fossils:
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Pitarokadan α(YOKOYAMA)

sρ isula ezodens αta (KUBOTA)

TheMiocenestrataareunconformablyoverlainbytheNakatonｭ

betsuformation(inthewesternarea)andtheHonhorobetsuformation

(intheeasternarea) , bothyieldingPliocenefossils. TheNakatonbeｭ

tsuformationconsistschieflyofsandstoneandsiltstone, isintercalated

withcoalseamsinthesouthernarea, andwithshelllimestoneinthe

northernarea. TheHonhorobetsuformation , beginningwithandesitic

agglomerate(locallyoccurringaslava) , consistschieflyofconglomeｭ

rateandsandstone. Theformationyieldsthefollowingfossils:

Patino ρecten hαshimotoi AKIYAMA

P. nakatonbetsuensisAKIYAMA

凡⑪α cunaie/ormis (BOHM)

Turritella/ortilirata(SOWERBY)

TheseformationsarecoveredbytheShotonbetsuformation(in

thewesternarea)andthePenkeformation(intheeasternarea).

TheSh6tonbetsuformationconsistsofconglomerateand sandstone,

andisconformablewiththeunderlyingNakatonbetsuformation.The

Penkeformation , consistingof sandstone, isunconformablewiththe

Honhorobetsuformation.

TheQuaternarysystemofthemapareacomprisesterracedeposits,

talusdepositsandalluvialdeposits.

Theterracedepositsarecomposedof gravel, sandand clay,

constitutingterrace plane. By their height above sea level, the

deposits are divided intothefirstterracedepositsandthesecond

terracedeposits.

ThetalusdepositsaredevelopedaroundMt.Matsuneshiri-dakein

thewesternareaandsouth-easterncornerofthemaparea. They

werederivedfromthelavaswhichconstitutethesemountains.

Thealluvialdepositsare, asmentioned before, sand, graveland

clayformingthefloodplainsalongthepresentrivers.

Igneousrocksdistributedinthemapareasfollows: (1)diabase

andspiliteoccurringaslavasanddikesintrudingtheHidaka superｭ

group, (2)serpentineandamphibolitethatprobablyintrudedinassocia-
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tionwiththezone ofshearingandupthrustintheareaoftheHiｭ

dakasupergroupandtheUtanoborigroup, (3)porphyriteexposedas

dike-likesmallrockbodiesintrudingtheHidakasupergroupandthe

Utanoborigroup, (4)basalticlavasanddikessupposedlyintrudeddurｭ

ingtheTertiaryperiod, (5)andesiticdikesthatarecontemporaneous

with(4), (6)dacitic andandesiticlavascoveringtheEsashiformation

intheeastern area, (7)andesiticlavaconstitutingthebasalpartof

theHonhorobetsuformation , and(8)andesiticanddaciticlavasconstiｭ

tutingMt.Matsuneshiri-dake. ThisMatsuneshiri-dakeissupposedto

havecomeintoexistenceduringtheperiodbetweenLateTertiaryto

EarlyQuaternary, judgingfromthefactsthattheconstituentlaves

arecoveringtheMopechanformationandtheMountainstillretains

itsoriginalconideshapethoughsomewhatdestroyed.

Economicgeology

Themapareaisknowntobearsuchmetalresourcesasgoldand

silverandnon-metalresourcessuchas limestone, ligniteandbuilding

stone.However, onlytheNeogenelimestoneandbuildingstoneare

beingworkedatpresent.

Formerly, themapareawasfamousforthegoldproductionat

Esashi where placergold was actively worked. Prospecting and

excavationofgold-andsilver-bearingveinswerealsocarried out, but

theminerallocalitiesarenowabandoned.

Placergoldwasworkedmainlyinthedrainagebasinsoftherivers

risingfromtheareaoftheHidakasupergroup, butlittleisknownabout

theoutputofgoldorotherdetails.

Prospectingandexcavation ofgold-andsilver-bearingveinsare

beingperformedinthemineralizedzonesoftheManokawaformation

inthemiddlereachesoftheH邑an River, thelumondakeformationin

thedrainageareaoftheShirinashiRiverandtheEsashiformation

northeastofUtanobori. Informationontheformertwoisnotavailｭ

able. ThemineralizedzoneinthevicinityofUtanoboriwasworked

astheUtanoborimineuptoabout1940, andtheannualoutputof

crudeorewasapproximately15,140 tons.Thegradeofgoldwas15g/ton

onanaverage, 70g/toninmaximum. Thismineisreportedtohava
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beenabandonedafterseveralyears ofoperation , onaccountofsmall

scaleofthedepositinspiteofhighoregrade.

LimestoneoccursintheHidakasupergroupandintheNakatonｭ

betsuformation. TheoneintheHidakasupergroupisinterbedded

withinthePoronupuriformationandtheManokawaformation. The

beddedlimestoneexposedinthelowerreachesoftheH吾an Riveris

ofthelargestscale, wheretherockisgrayish-white, hardandcomｭ

pact, containingabout52% CaO, andestimatedreservesare10,000,000

tons.

ThelimestoneintheNakatonbetsuformationoccursasabedded

fossilbankconsistingofaggregatesofshellfragments. Itisbeing

quarriedasfertilezerfeed.

Lignite occurs in theNakatonbetsuformationinthesouthern

area. Itwasprospectedandexcavatedinabout1935, althoughdetails

areunknown. Coalseamsarenotcontinuousandqualityofcoalis

inferior.

RivergraveloftheH邑an RiverandtheTonbetsuRiverisused

forconstructionpurposes.
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